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業
体
験
も
▽
嘉
島
西
小
に
は
サ
ン
ト

リ
ー
「
み
ん
な
の
ま
ち
の
コ
ン
サ
ー

ト
」、
そ
し
て
▽「
町
内
駅
伝
大
会
」

の
駅
伝
ラ
ン
ナ
ー
は
待
ち
に
待
っ
た

（
？
）
た
す
き
を
し
っ
か
り
と
手
に
、

や
っ
て
来
た
！

　
写
真
上
は
嘉
島
中
の
生
徒
代
表
ら

が
町
議
会
議
場
に
や
っ
て
来
た
。
続

い
て
「
や
っ
て
来
た
」
の
は
、
時
計

回
り
に
▽
震
災
〝
復
興
支
援
ラ
ン
〞

の
タ
レ
ン
ト
間
寛
平
さ
ん
▽
嘉
島
幼

稚
園
の
恒
例
、
昔
な
が
ら
の
脱
穀
作

やって来た



の
「
広
報
か
し
ま
」
１
月
号
で
お

伝
え
し
ま
す
。
一
般
会
計
の
主
な

補
正
予
算
は
次
の
通
り
で
す
。

　

○
災
害
公
営
住
宅
建
設
費

　
　
　
　
　

５
億
９
７
５
０
万
円

　

○
土
木
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
　

５
９
５
０
万
円

　

○
農
地
等
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
０
万
円

議
案
、
人
事
案
件
も
原
案
通
り
議

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
億
７
５
３
４
万
５
千
円
の
追

加
補
正
と
な
っ
た
30
年
度
一
般
会

計
の
総
額
は
64
億
９
６
７
５
万
５

千
円
と
な
り
ま
す
。
荒
木
町
長
の

町
政
報
告
な
ど
詳
し
く
は
年
明
け

　

嘉
島
町
議
会
の
平
成
30
年
第
４

回
定
例
会
が
12
月
７
〜
10
日
の
４

日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な

ど
上
程
15
議
案
（
条
例
５
、
予
算

６
、
そ
の
他
４
）
を
い
ず
れ
も
原

案
通
り
可
決
。
追
加
提
案
さ
れ
た

　
嘉
島
町
議
会

12
月
定
例
会

一
般
会
計
を
追
加
補
正

町
村
会
長
を
務
め
て
い
る
こ
と
に

加
え
、
人
口
が
増
加
基
調
で
企
業

進
出
も
相
次
い
で
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
本
町
を
現
地
視
察
。

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
一
円
の
芝

原
地
区
の
商
業
施
設
集
積
エ
リ

ア
か
ら
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

第
４
次
安
倍
内
閣
唯
一
の
女
性

閣
僚
、
片
山
さ
つ
き
地
方
創
生
担

当
相
（
兼
・
女
性
活
躍
担
当
）
が

11
月
３
日
、
荒
木
町
長
の
案
内
で

嘉
島
町
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

片
山
担
当
相
は
今
回
の
熊
本
訪

問
に
当
た
り
、
荒
木
町
長
が
全
国

「
イ
ー
ス
ト
」
な
ど
を
見
て
回
っ

た
片
山
担
当
相
は
荒
木
町
長
と
意

見
交
換
。
併
せ
て
益
城
町
の
テ
ク

ノ
仮
設
団
地
や
熊
本
城
な
ど
震
災

復
興
の
現
状
も
視
察
し
て
蒲
島
郁

夫
知
事
ら
と
も
面
談
し
ま
し
た
。

　

地
方
創
生
５
カ
年
計
画
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
が
２
０
１
９
年
度
に
区
切
り

を
迎
え
る
た
め
、
人
口
減
少
や
高

齢
化
が
社
会
問
題
化
す
る
地
方
か

ら
新
た
な
取
り
組
み
や
施
策
を
求

め
る
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

嘉島を地方創生相視察嘉島を地方創生相視察

べ
、
一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
と
記

念
品
を
贈
り
ま
し
た
。
被
表
彰
者

は
次
の
通
り
で
す
（
敬
称
略
）。

▽
小
林
秀
子
＝
隣
保
館
運
営
審
議

会
委
員
（
現
）、
高
齢
者
サ
ー
ビ

ス
調
整
チ
ー
ム
委
員
な
ど
▽
松
本

一
幸
＝
農
業
振
興
地
域
整
備
促
進

協
議
会
委
員
、
嘱
託
員
（
現
）
な

ど
▽
河
原
君
代
＝
人
・
農
地
プ

ラ
ン
検
討
会
委
員
（
現
）、
ま
ち

づ
く
り
基
金
運
営
委
員
会
委
員

（
現
）
な
ど
▽
藤
嶋
昭
司
＝
交
通

指
導
員
（
現
）、
給
食
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会
委
員

　

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
を
控

え
た
11
月
４
日
、
嘉
島
町
消
防
団

の
非
常
呼
集
訓
練
＝
写
真
＝
が
町

民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
７
時
７
分
、
防
災
行
政
無

線
を
放
送
し
、
一
斉
配
信
メ
ー
ル

を
発
信
。
各
地
区
消
防
団
の
積
載

車
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
な
が
ら

集
結
し
ま
し
た
。
団
員
ら
は
ポ
ン

プ
の
準
備
、
ホ
ー
ス
連
結
に
き
び

き
び
と
取
り
組
み
、
放
水
な
ど
本

番
さ
な
が
ら
の
真
剣
な
表
情
で
訓

練
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
団
員
ら
は
荒
木
町
長

か
ら
激
励
を
受
け
、
町
内
一
円
の

水
利
査
察
と
防
火
パ
レ
ー
ド
に
出

動
し
、
火
の
用
心
を
呼
び
掛
け
て

い
ま
し
た
。

町ふれあいセンター「イースト」を視察のため訪れた
片山地方創生相を出迎える荒木町長ら

　

平
成
30
年
度
嘉
島
町
功
労
者
表

彰
式
＝
写
真
＝
は
11
月
３
日
、
役

場
会
議
室
で
行
わ
れ
、
10
年
以
上

に
わ
た
っ
て
町
政
に
貢
献
さ
れ
た

特
別
職
の
４
氏
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

町
長
は
「
皆
さ
ん
は
町
の
発
展

の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活

躍
、
貢
献
。
心
か
ら
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述

特
別
職
の
４
氏

特
別
職
の
４
氏

町
功
労
者
表
彰

町
功
労
者
表
彰

非
常
呼
集
で
訓
練町消

防
団
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【
告
示
日
】

　
　
　

平
成
31
年
１
月
29
日
（
火
）

【
投
開
票
日
】　

　
　
　
　
　

２
月
３
日
（
日
）

　

投
票
日
当
日
に
投
票
に
行
け
な
い
方

は
１
月
30
日
（
水
）
か
ら
２
月
２
日

（
土
）
ま
で
の
間
、
役
場
会
議
室
で
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

時
間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８

時
ま
で
で
す
。

　

大
切
な
一
票
、
無
駄
に
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

立
候
補
予
定
者
説
明
会

○
期
日　

１
月
16
日
（
水
）

○
時
間 

　

10
時
〜　

 

町
長
選
挙

　

13
時
半
〜 

町
議
会
議
員
一
般
選
挙

○
会
場　

役
場
２
階
大
会
議
室

　
【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
　

嘉
島
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

　

嘉
島
町
民
会
館
で
10
月
27
日
、

町
内
は
じ
め
上
益
城
郡
の
住
民
を

対
象
に
し
た
公
開
講
座
「
住
民
が

つ
む
ぐ
ケ
ア
の
ま
ち
づ
く
り
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

郡
医
師
会
が
嘉
島
な
ど
郡
内
５

町
の
委
託
を
受
け
、
高
齢
化
が
進

む
地
域
社
会
に
お
け
る
在
宅
医
療

や
介
護
な
ど
の
在
り
方
を
探
ろ
う

と
開
催
。
荒
木
町
長
が
高
齢
化
や

人
口
減
少
の
問
題
に
触
れ
、
地
域

を
挙
げ
た
取
り
組
み
へ
の
協
力
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

「
九
州
『
川
』
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で

荒
木
町
長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ

　

東
埼
玉
総
合
病
院
（
埼
玉
・
幸

手
市
）
在
宅
医
療
連
携
拠
点
推
進

事
業
室
「
菜
の
は
な
」
室
長
、
中

野
智
紀
医
師
が
「
地
域
包
括
ケ
ア

か
ら
ケ
ア
社
会
へ
」
と
題
し
て
基

調
講
演
。
上
益
城
の
在
宅
医
療
に

つ
い
て
考
え
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
災
害
対
策

医
薬
品
供
給
車
両
「
モ
バ
イ
ル

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
」
を
使
っ
て
子
ど

も
た
ち
が
薬
剤
師
や
看
護
師
を
模

擬
体
験
し
た
り
、
来
場
者
に
体

力
・
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
し

て
も
ら
う
ブ
ー
ス
＝
写
真
＝
も
開

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

政
治
家
と
有
権
者
の
ク
リ
ー
ン
な

関
係
を
保
ち
、
お
金
の
か
か
ら
な
い

選
挙
を
実
現
す
る
た
め
に
寄
付
禁
止

の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
よ
う
。

　

嘉
島
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

　

緑
川
は
じ
め
河
川
の
魅
力
や
活
用
の
可
能
性
な
ど

を
探
る
第
18
回
「
九
州
『
川
』
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
が
11
月
17
、
18
の
両
日
、
嘉
島
町
民
会
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。
県
内
で
の
開
催
は
熊
本
、
人
吉
の
両

市
に
続
き
３
回
目
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
九
州
流
域
連
携
会
議
が
「
川
が
つ

な
ぐ
地
域
と
世
代
」
を
掲
げ
て
音
頭
を
取
り
、
参
加

し
た
九
州
各
県
で
河
川
と
関
わ
る
活
動
や
研
究
な
ど

に
取
り
組
む
住
民
グ
ル
ー
プ
や
小
中
学
校
、
大
学
な

ど
を
荒
木
町
長
が
歓
迎
。

　

筑
後
川
（
久
留
米
市
）
の
竹
い
か
だ
レ
ー
ス
や
大

淀
川
（
宮
崎
市
）
の
水
辺
の
楽
校
と
い
っ
た
取
り
組

み
な
ど
ス
テ
ー
ジ
発
表
エ
ン
ト
リ
ー
は
実
に
44
団
体
。

球
磨
川
、
菊
池
川
と
い
っ
た
県
内
河
川
で
の
活
動
事

例
の
中
で
、
上
六
嘉
中
郡
愛
郷
会
が
「
35
年
の
歩

み
」
と
題
し
て
地
元
住
民
の
暮
ら
し
と
切
っ
て
も
切

り
離
せ
な
い
矢
形
川
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
し
、
注
目

さ
れ
ま
し
た
。

川の魅力、可能性探る川の魅力、可能性探る 嘉島町民会館で
ワークショップ

地
域
包
括
ケ
ア
考
え
る
上
益
城
地
域
町
民
公
開
講
座

地
域
包
括
ケ
ア
考
え
る
上
益
城
地
域
町
民
公
開
講
座

平
成
31
年
２
月
３
日
（
日
）

嘉
島
町
長
選
挙

嘉
島
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
　
　
　
　
　

投
票
日
で
す

政治家は贈らない！  

有権者は求めない！  

政治家から受け取らない！  

寄付を  

寄付を  

寄付を  

 
 

三ない運動 

ル
ー
ル
を
守
っ
て

明
る
い
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う

政
治
家
の
寄
付
は
禁
止

有
権
者
が
求
め
る
こ
と
も

　
　
　
　
　
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
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町
子
ど
も
議
会

主
な
や
り
取
り

白神　尚也
副会長

　

Ｑ
本
校
は
読
書
を
推
進
。
町
図

書
室
の
蔵
書
な
ど
の
状
況
は
？

　

Ａ
蔵
書
数
は
１
万
６
６
１
８
冊

で
町
民
１
人
当
た
り
換
算
１
・
84

冊
で
す
。
年
間
の
利
用
者
数
は
延

べ
４
千
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
利

用
ア
ッ
プ
の
取
り
組
み
と
し
て
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
嘉
島
幼
稚

園
と
連
携
し
た
本
の
読
み
聞
か
せ

な
ど
行
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｑ
町
民
が
天
然
プ
ー
ル
を
安
全

に
利
用
で
き
る
方
策
を
。

　

Ａ
県
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
、
町

外
か
ら
の
利
用
も
多
い
施
設
で
す
。

騒
音
や
ご
み
な
ど
の
迷
惑
行
為
を

指
摘
す
る
声
が
上
が
り
、
町
は
県

と
警
備
会
社
に
シ
ー
ズ
ン
中
の
警

備
を
委
託
し
て
い
ま
す
。
利
用
マ

ナ
ー
の
向
上
を
図
る
啓
発
活
動
も

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

Ｑ
町
の
道
路
修
復
は
ど
の
よ
う

に
進
め
ら
れ
る
の
か
。

　

Ａ
町
道
の
補
修
は
破
損
状
況
、

交
通
量
、
そ
れ
に
予
算
を
考
慮
し

た
上
で
、
優
先
順
位
を
設
定
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
新
た
な
道
路

整
備
は
町
の
総
合
計
画
や
事
業
実

施
計
画
に
基
づ
い
て
進
め
ま
す
。

安
全
で
快
適
な
道
路
管
理
に
今
後

も
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

Ｑ
町
内
に
広
場
や
公
園
が
少
な

く
な
い
か
。

　

Ａ
大
小
25
カ
所
の
公
園
の
総
面

積
は
20
・
61
㌶
で
す
。
町
民
１
人

当
た
り
換
算
で
22
・
５
平
方
㍍
は

国
が
目
指
す
基
準
の
10
平
方
㍍
を

ク
リ
ア
。
町
総
合
運
動
公
園
を
拡

張
す
る
一
方
、
東
部
台
地
「
ゆ
う

す
い
の
杜
（
も
り
）」
で
も
新
た

に
公
園
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 　

Ｑ
大
好
き
な
嘉
島
町
が
教
育
の

充
実
を
図
る
方
針
は
？

　

Ａ
町
教
育
大
綱
の
基
本
理
念
は

「
創
造
性
と
行
動
力
に
満
ち
た
心

豊
か
で
魅
力
あ
る
嘉
島
の
人
づ
く

り
」。
実
際
に
「
こ
の
学
校
で
学

ん
で
良
か
っ
た
」「
こ
の
先
生
と
出

会
え
て
良
か
っ
た
」
と
い
う
声
が

上
が
っ
て
く
る
よ
う
な
学
校
・
園

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

立石　晃誠
生活委員長

甲斐　愛未
安全委員長

後藤　真愛
会長

布田　美琴
副議長

山崎　永航
生徒会議長

　

Ｑ
町
の
税
収
や
徴
収
の
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

Ａ
町
が
所
管
す
る
地
方
税
は
個

人
住
民
税
や
固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
、
た
ば
こ
税
な
ど
で
す
。

昨
年
度
の
実
績
で
合
計
14
億
４
１

４
６
万
５
６
５
９
円
は
町
一
般
会

計
歳
入
決
算
総
額
の
18
・
６
％
。

震
災
支
援
の
国
県
支
出
金
が
増
え

た
分
、
割
合
は
低
下
し
て
い
ま
す
。 　

Ｑ
通
学
路
の
安
全
確
保
に
外
灯

の
設
置
を
。

　

Ａ
防
犯
灯
の
設
置
に
当
た
っ
て

は
各
区
集
落
内
の
場
合
、
区
長
さ

ん
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
町
が
設

置
し
て
い
ま
す
。
町
内
で
は
宅
地

開
発
が
相
次
ぎ
、
質
問
が
あ
っ
た

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
も
こ
れ
ま
で
に

11
カ
所
設
置
し
、
新
た
に
４
カ
所

追
加
す
る
予
定
で
す
。

　

Ｑ
町
内
で
は
家
庭
ご
み
の
量
が

多
い
？

　

Ａ
町
民
１
人
当
た
り
１
日
の
ご

み
排
出
量
は
２
年
前
の
実
績
で

１
㌔
を
上
回
っ
て
県
内
市
町
村
で

最
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

町
内
に
大
規
模
な
事
業
所
が
多

く
、
事
業
系
ご
み
が
多
い
た
め
で

す
。
生
活
系
の
家
庭
ご
み
に
限
れ

ば
、ほ
ぼ
県
平
均
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

牛島　心海
広報委員長

荒木さくら
副会長

竹坂　美咲
保健委員長

荒
木
町
長
は
町
子
ど
も
議
会
で

町
政
の
概
要
な
ど
説
明
し
た

町
子
ど
も
議
会
の
議
長
役

荒
木
町
長
ら
町
側
へ

荒
木
町
長
ら
町
側
へ

　
　
　
　

質
問
や
要
望
相
次
ぐ

　
　
　
　

質
問
や
要
望
相
次
ぐ
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Ｑ
防
災
無
線
が
聞
き
取
り
に
く

い
場
所
が
あ
る
。

　

Ａ
町
内
18
カ
所
に
設
置
し
て
い

る
屋
外
拡
声
局
で
全
域
を
カ
バ
ー

し
て
い
ま
す
。
聞
こ
え
に
く
い
と

の
指
摘
が
あ
り
、
災
害
対
応
の
た

め
一
斉
送
信
メ
ー
ル
や
エ
リ
ア

メ
ー
ル
、
そ
れ
と
Ｌ
ア
ラ
ー
ト
を

駆
使
す
る
方
針
。
こ
の
た
め
メ
ー

ル
登
録
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

Ｑ
子
育
て
支
援
な
ど
福
祉
分
野

の
取
り
組
み
は
？

　

Ａ
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
償

化
や
多
子
世
帯
の
保
育
園
利
用
料

の
無
償
化
な
ど
国
や
県
と
連
動
し

て
支
援
プ
ロ
ブ
ラ
ム
を
組
ん
で
い

ま
す
。
目
下
、
待
機
児
童
の
解
消

へ
向
け
て
新
た
に
保
育
園
と
認
定

こ
ど
も
園
を
各
１
園
ず
つ
整
備
す

る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

Ｑ
私
た
ち
が
社
会
の
中
堅
と
な

る
こ
ろ
の
町
の
人
口
構
成
は
？

　

Ａ
国
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま

え
、
町
が
策
定
し
た
将
来
展
望
で

は
２
０
４
０
〜
60
年
の
町
人
口
を

８
６
０
０
人
台
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。
全
国
的
な
人
口
減
少
の
中
、

本
町
は
ほ
ぼ
横
ば
い
。
宅
地
開
発

な
ど
で
実
際
に
は
少
し
ず
つ
増
加

し
て
い
く
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

Ｑ
町
総
合
運
動
公
園
な
ど
の
利

用
状
況
は
？

　

Ａ
社
会
体
育
の
す
べ
て
の
施
設

利
用
実
績
（
１
〜
10
月
）
は
５
２

０
０
団
体
、
延
べ
15
万
１
千
人
に

上
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
町
内

の
利
用
が
54
・
８
％
。
ま
た
、
町

民
会
館
は
震
災
前
、
年
間
の
利
用

者
が
延
べ
約
８
万
人
で
町
外
が
６

割
強
で
し
た
。

　

Ｑ
開
発
で
田
ん
ぼ
や
自
然
が
失

わ
れ
る
？

　

Ａ
町
内
の
約
９
割
が
「
市
街
化

調
整
区
域
」
と
な
っ
て
お
り
、
都

市
計
画
法
で
無
秩
序
な
開
発
が
厳

し
く
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
地

の
転
用
な
ど
容
易
に
は
で
き
ず
、

町
は
自
然
と
の
調
和
が
と
れ
た
計

画
的
な
町
づ
く
り
を
今
後
と
も
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

Ｑ
町
の
特
産
加
工
品
の
開
発
計

画
は
？

　

Ａ
３
年
前
に
策
定
し
た
「
創
生

総
合
戦
略
」
目
標
に
農
産
物
を

使
っ
た
商
品
、
料
理
開
発
を
掲
げ

て
推
進
中
。
こ
れ
ま
で
に
全
国
的

に
珍
し
い
大
豆
焼
酎
の
ほ
か
、
同

じ
く
町
特
産
の
大
豆
ふ
く
ゆ
た
か

を
原
料
と
す
る
豆
腐
、
シ
フ
ォ
ン

ケ
ー
キ
、
マ
フ
ィ
ン
も
あ
り
ま
す
。

本田　優菜
副議長

芦田　来夢
書記・会計

山﨑　優志
書記・会計

北村愛希穂
学級副委員長

村中　登一
給食委員長

　嘉島町の第５回「子ども議会」が 11月 12日、役場の
町議会議場で開かれ、議員役を務める嘉島中の生徒代
表らが荒木町長はじめ町執行部と意見を交わしました。
　本番さながらの模擬議会を通し、生徒たちに町づく
りや町政への関心を高めてもらおうという取り組み。
熊本地震の影響で開催が見合わせられ、２０１５年以
来、３年ぶりの開催となりました。
　議場に勢ぞろいした荒木町長らと相対したのは、生
徒会の正副会長はじめ生徒代表 15 人。定足数報告に
始まり、会議録署名議員の指名、会期の決定後、本来
は町政報告と共に議案の提案理由説明を行う荒木町長
が町政の概要、町を取り巻く現状についてレクチャー。
「町の過去を踏まえ、現在から未来を見据えた住み良
い町づくりを進め、皆さんに引き継いでいくつもりで
す」と語り掛けました。
　一般質問では議員役の生徒たちが順に登壇。身近な
通学路や防犯灯への要望から町が目指す地域づくり、
将来人口ビジョンなどに関する疑問まで相次ぎ出され、
執行部側も分かりやすい説明に努めていました。
　傍聴した町議会の木下徹議長が「多岐にわたって考
えさせられる質問でした。これを機会に、より一層、
町づくりにも関心を持ってください」と振り返ると、
生徒を代表して白神尚也さんがお礼の言葉を述べまし
た。

藤本　南海
学級委員長

嘉島町 「子ども議会」

生徒ら挑む生徒ら挑む!？!？
３
年
ぶ
り

３
年
ぶ
り

町
子
ど
も
議
会

主
な
や
り
取
り
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次
も
…

魅せた

決
め
ポ
ー
ズ
完
璧

決
め
ポ
ー
ズ
完
璧

町
文
化
祭

や
っ
た
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パフォーマンス

ハ
ー
モ
ニ
ー

　嘉島町恒例の町文化祭が 11 月３日、町民会館で
開かれ、48 回目の今回もホール「アクア」のステー
ジがさまざまな発表で彩られました。
　オープニングを飾った嘉島中吹奏楽部の定評のあ
る演奏を皮切りに、町内四つの幼稚・保育園はじめ
東西両小、公民館講座、町民グループ、それに有志
らが次々に登場。舞踊やダンス、コーラス、さらに
は手話歌、太極拳、バトントワリング、太鼓など思
い思いのパフォーマンスを繰り広げました。
　また、ロビーの展示コーナーには町文化協会の書
道、ちぎり絵、絵手紙、編み物、パッチワークのほ
か、今回が初出展の子ども日本画などの秀作がズラ
リと並びました。茶道部による茶席も設けられ、訪
れた人を接待。作品展示は引き続き４日も行われま
した。
　なお、ステージ発表に先立つ開会セレモニーで、
町文化協会の河原君代会長や荒木町長らが震災にも
かかわらず、「できるしこ」とともし続けてきた嘉
島の文化の灯を「これからも高く掲げ、そして大き
く花開かせていきましょう」などと呼び掛けました。

楽しい発表
 続々

第48回嘉島町文化祭第48回嘉島町文化祭
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嘉
島
町
「
ジ
ョ
イ
フ
ル
ス
ポ
ー
ツ
（
Ｊ
Ｓ
）
か
し
ま
２

０
１
８
」
が
11
月
11
日
、
町
総
合
運
動
公
園
な
ど
で
開
か

れ
、
下
仲
間
が
総
合
優
勝
を
果
た
し
て
連
覇
を
達
成
。
回

を
重
ね
て
44
回
目
の
地
区
対
抗
駅
伝
は
上
島
が
栄
冠
に
輝

き
ま
し
た
。

　

昨
年
、
同
運
動
公
園
に
会
場
を
移
し
た
Ｊ
Ｓ
は
今
回
も

抜
け
る
よ
う
な
青
空
が
広
が
り
、
綱
引
き
競
技
で
幕
開
け
。

続
い
て
20
人
リ
レ
ー
、
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ
（
大
縄
跳

び
）
と
、
お
な
じ
み
の
競
技
に
老
若
男
女
の
参
加
者
ら
が

各
地
区
挙
げ
て
熱
い
戦
い
を
楽
し
く
繰
り
広
げ
、
駆
け
つ

け
た
家
族
ら
の
声
援
に
応
え
て
い
ま
し
た
。

　

伝
統
の
駅
伝
で
は
６
地
区
が
覇
を
競
い
合
い
、
運
動
公

園
に
特
設
さ
れ
た
７
区
間
16
・
６
㌔
の
周
回
コ
ー
ス
を
懸

命
の
た
す
き
リ
レ
ー
。
ま
た
、
会
場
に
は
ペ
タ
ン
ク
体
験

や
各
種
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
、
さ
ら
に
は
食
事
・
栄
養
な
ど
を

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
健
康
コ
ー
ナ
ー
も
。

　

一
部
の
競
技
に
は
、
運
動
公
園
を
練
習
場
に
し
て
い
る

九
州
女
子
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
1
部
の
熊
本
ル
ネ
サ
ン
ス
Ｆ

Ｃ
の
選
手
ら
も
オ
ー
プ
ン
参
加
。
高
い
運
動
能
力
と
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
の
一
端
を
披
露
し
、
Ｊ
Ｓ
恒
例
の
お
楽

し
み
抽
選
会
に
負
け
ず
劣
ら
ず
、
会
場
を
歓
声
と
た
め
息

に
包
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
高
田
み
ん
な
の
広
場
公
園
で
は
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
、
嘉
島
中
体
育
館
で
も
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

競
技
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
成
績
は
次

の
通
り
で
す
。

　

◇
総
合　

①
下
仲
間
②
上
島
③
下
六
嘉
▽
綱
引
き　

①

三
郎
無
田
②
下
仲
間
③
西
村
、
上
六
嘉
▽
20
人
リ
レ
ー　

①
下
仲
間
②
下
六
嘉
③
上
島
▽
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ　

①

下
仲
間
②
鯰
③
上
島

ジョイフルスポーツかしまジョイフルスポーツかしま20182018

下
仲
間

総
合
で
連
覇

駅
伝
で
優
勝
し
た
上
島
チ
ー
ム
の

メ
ン
バ
ー

駅
伝
区
間
賞
の
面
々
。

右
か
ら
左
へ
１
区
↓
７
区

嘉
島
中
体
育
館
で
は
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

バ
レ
ー
大
会
。
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
も

続
々

駅伝 上島駅伝 上島ＶＶ
第 44回
嘉島町内
駅伝大会

優勝：上島体協　　１時間 03 分 31 秒
２位：下六嘉体協　１時間 05 分 04 秒
３位：鯰体協　　　１時間 07 分 19 秒

駅　

伝　

区　

間　

賞

区間・距離 選手名 体協名 記録

１ 中学生　3.0㌔ 松本光太郎 鯰 11 分 18 秒

２ 小学生　1.0㌔ 冨岡　洸平 鯰 ▲ 3分 46 秒

３ 一般・高校　1.8㌔ 川上　欣悟 下六嘉 7分 06 秒

４ フリー　3.4㌔ 家入　涼輔 上島 ● 12 分 02 秒

５ 一般・高校　2.6㌔ 太田　慎吾 上島 9分 53 秒

６ 小・中学生　1.8㌔ 川上　彰登 下六嘉 ● 6分 30 秒

７ フリー　3.0㌔ 西上　　響 上島 ● 10 分 35 秒

●は区間新記録、▲は区間タイ記録

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
高
田

み
ん
な
の
広
場
で
。
好
天
に
恵
ま

れ
、
さ
わ
や
か
に
プ
レ
ー
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ジ
ョ
イ
フ
ル
ス
ポ
ー
ツ
か
し
ま

ジ
ョ
イ
フ
ル
ス
ポ
ー
ツ
か
し
ま
２
０
１
８

２
０
１
８

恒
例
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
で

１
等
当
選
者
に
賞
品
を
手
渡
す

荒
木
町
長

開
会
式
で
は
参
加
者
全
員
で
入
念
に

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
。

準
備
万
端
で
「
い
ざ
！
」

写
真
右
は
ペ
タ
ン
ク
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
。

同
左
は
救
護
、
健
康
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー

▲
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ

20
人
リ
レ
ー

▲
綱
引
き

チャレンジ … 真剣、笑顔もチャレンジ … 真剣、笑顔も
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「
ふ
く
ゆ
た
か
」
を
使
っ
た
豆

腐
は
、
マ
ル
キ
ン
食
品
（
熊
本

市
）
が
４
年
前
か
ら
年
間
通
し
て

製
造
・
販
売
、
昨
年
の
販
売
実
績

は
75
万
食
に
上
っ
て
い
ま
す
。
工

藤
組
合
長
は
「
豆
腐
の
味
と
と
も

に
、
大
豆
の
産
地
と
し
て
町
も
広

く
Ｐ
Ｒ
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

か
り
し
て
い
る
」
な
ど
と
買
い
求

め
て
い
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
の「
か
し
ま
広
域
農
場
」

（
工
藤
健
一
組
合
長
）
は
10
月
26

日
、
イ
オ
ン
熊
本
店
で
町
特
産
の

大
豆
で
作
っ
た
豆
腐
を
Ｐ
Ｒ
す
る

試
食
会
を
開
き
ま
し
た
＝
写
真
。

　

町
内
で
収
穫
さ
れ
た
大
豆
「
ふ

く
ゆ
た
か
」
を
百
％
使
っ
た
豆
腐

の
消
費
拡
大
が
狙
い
で
一
昨
年
以

来
、
２
回
目
の
開
催
で
す
。
試
食

し
た
多
く
の
人
が
「
味
が
濃
厚
で

お
い
し
い
」「
大
豆
の
味
が
し
っ

　

味
の
基
本
を
通
し
て
日
々
の
食

事
に
つ
い
て
親
子
や
家
族
ぐ
る
み

で
考
え
て
も
ら
う
初
の
イ
ベ
ン

ト
「
味
覚
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
が
11
月

３
、
４
の
両
日
、
嘉
島
町
の
イ
オ

ン
モ
ー
ル
熊
本
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
嘉
島
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
会
長
・
荒
木
町
長
）
が
10
月

〝
直
伝
〞
の
み
そ
造
り
講
習
会
が

開
か
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　

嘉
島
町
滝
河
原
女
性
部
（
本
田

悦
子
部
長
）
の
16
人
が
11
月
11
日
、

地
元
公
民
館
で
「
来
年
も
良
い
年

に
」
の
願
い
を
込
め
て
お
守
り
を

手
作
り
し
ま
し
た
。
滝
河
原
サ

ロ
ン
の
田
尻
ノ
ブ
子
さ
ん
が
指
導
、

「
難
を
転
じ
て
苦
が
去
る
」
の
語

呂
合
わ
せ
の
縁
起
物
「
南
天
九
猿
」。

　

町
食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る

災
害
時
の
「
食
」
の
備
え
に
つ
い

て
の
講
話
も
あ
り
、
姫
団
子
汁
を

共
に
し
て
交
歓
し
ま
し
た
。
副
部

長
の
中
瀨
良
子
さ
ん
は
「
若
い

方
々
と
の
交
流
を
今
後
も
図
っ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
あ
い
あ
い
」
が
利
用
者
や
町

内
在
住
の
女
性
に
呼
び
掛
け
た
地

産
地
消
の
取
り
組
み
で
す
。
10
月

22
日
の
こ
う
じ
作
り
に
は
６
人
が

参
加
。
材
料
の
大
豆
５
㌔
と
丸
麦

10
㌔
は
全
て
町
内
産
。
こ
う
じ
菌

を
ふ
り
か
け
た
丸
麦
を
両
手
で
混

ぜ
合
わ
せ
、
毛
布
を
か
け
、
ね
か

せ
る
こ
と
３
日
間
。

　

い
よ
い
よ
25
日
は
み
そ
造
り
。

参
加
者
14
人
の
大
半
が
主
婦
と

あ
っ
て
慣
れ
た
手
つ
き
で
〝
師
匠
〞

の
グ
ル
ー
プ
の
面
々
と
の
息
も

ぴ
っ
た
り
。
和
気
あ
い
あ
い
の
雰

囲
気
の
中
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
「
嘉
島

み
そ
」
を
造
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

る
ク
イ
ズ
を
出
題
し
た
り
、
試
食

を
提
供
し
た
り
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
ブ
ー
ス
で
は
味
当

て
ク
イ
ズ
も
実
施
、
2
日
間
で
２

０
０
人
近
く
が
参
加
。
医
療
相
談

や
血
流
測
定
な
ど
の
健
康
コ
ー

ナ
ー
、
み
そ
玉
づ
く
り
教
室
な
ど

も
関
心
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　
一
連
の
味
覚
イ
ベ
ン
ト
は
「
お
い

し
く
、
楽
し
く
、
健
康
に
！
」
を

合
言
葉
に
味
覚
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
嘉
島
な
ら
で
は
の
地
産
地

消
や
食
生
活
か
ら
健
康
の
在
り
方

を
探
っ
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み

で
す
。
な
お
「
味
覚
の
授
業
」
は

フ
ラ
ン
ス
で
始
ま
っ
た
「
味
覚
の
１

週
間
」
に
倣
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
子
育
て
ひ
ろ
ば
「
あ
い

あ
い
」
で
、
町
農
村
女
性
グ
ル
ー

プ
連
絡
協
議
会
（
河
原
君
代
代
表
）

に
東
、
西
の
両
小
で
行
っ
た
「
味

覚
の
授
業
」
を
広
く
知
っ
て
も
ら

お
う
と
企
画
。
３
日
は
料
理
研
究

家
の
藤
野
真
紀
子
さ
ん
と
コ
ウ
ケ

ン
テ
ツ
さ
ん
、
４
日
は
藤
野
さ
ん

と
マ
ロ
ン
さ
ん
が
特
別
講
師
を
務

め
ま
し
た
。

　

料
理
や
暮
ら
し
な
ど
多
彩
な
提

案
で
知
ら
れ
る
３
氏
は
、
基
本
と

な
る
甘
味
、
塩
味
、
苦
味
、
酸
味
、

う
ま
味
と
い
う
五
つ
の
味
に
関
す

「
味
覚
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
イ
ベ
ン
ト
で

あ
い
さ
つ
す
る
荒
木
町
長

広
域
農
場

町
特
産
の
大
豆

試
食
会
で
Ｐ
Ｒ

 

イ
オ
ン
熊
本
店

和
気
あ
い
あ
い
と

み
そ
造
り
を
伝
授

 

町
農
村
女
性
グ
ル
ー
プ

滝
河
原
女
性
部
で

お
守
り
を
手
作
り

嘉
島
町
「
味
覚
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

特
別
講
師
招
き

ク
イ
ズ
や
試
食

イベント
多　彩
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ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
も
知
ら
れ
る
タ
レ
ン

ト
の
間
寛
平
さ
ん
（
69
）
が
11
月
13
日
、

嘉
島
町
を
訪
れ
、
町
内
の
震
災
仮
設
住

宅
団
地
を
巡
る
〝
復
興
支
援
ラ
ン
〞
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

間
さ
ん
は
23
年
前
の
阪
神
大
震
災
で

自
宅
が
全
壊
し
、「
被
災
者
の
苦
労
が
身

に
染
み
て
い
る
」
と
震
災
被
災
地
に
足
を

運
ん
で
は
、
自
身
が
走
る
姿
な
ど
通
し
て

被
災
者
を
励
ま
す
活
動
を
続
け
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　

金
畑
団
地
で
は
、
入
居
者
や
地
域
住

民
の
皆
さ
ん
が
集
ま
っ
た
東
老
人
憩
い
の

家
で
同
行
し
た
在
熊
の
お
笑
い
タ
レ
ン
ト

ら
と
即
席
お
笑
い
ラ
イ
ブ
を
敢
行
。
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
を
巡
る
「
み
ち
の

く
マ
ラ
ソ
ン
」
な
ど
の
取
り
組
み
を
交
え
、

軽
妙
な
語
り
と
お
な
じ
み
の
独
特
な
し

ぐ
さ
で
爆
笑
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
町
内
の
仮
設
団
地
を
回
る
間

さ
ん
の
活
動
は
15
日
に
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

震災〝復興支援ラン〟で嘉島町を訪れた間寛平さん

ようこそ！  寛平ようこそ！  寛平ささん ん  町内駆ける 町内駆ける

写
真
上
は
嘉
島
東
小
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
児
童
た
ち
と
即
席
の
〝
共
演
〞
を

披
露
し
た
九
州
交
響
楽
団
の
メ
ン
バ
ー
。
同
下
は
西
小
で
の
演
奏
会

　

サ
ン
ト
リ
ー
水

の
国
く
ま
も
と

応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
み
ん
な

の
ま
ち
の
コ
ン

サ
ー
ト
」
が
10

月
30
日
、
嘉
島
東
、

西
の
両
小
で
そ
れ

ぞ
れ
開
か
れ
ま
し

た
。

　

県
立
劇
場
、
サ

ン
ト
リ
ー
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
た
九
州

交
響
楽
団
の
弦
楽

四
重
奏
の
メ
ン

バ
ー
が
両
小
を
順
に
訪
ね
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
や
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
な
ど

お
な
じ
み
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
か
ら

子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
ア
ニ
メ
の

ナ
ン
バ
ー
ま
で
披
露
し
ま
し
た
。

　

バ
イ
オ
リ
ン
と
ビ
オ
ラ
、
チ
ェ

ロ
の
弦
楽
器
を
分
か
り
や
す
く
紹

介
し
た
り
、〝
フ
ラ
イ
パ
ン
協
奏

曲
〞
と
銘
打
っ
て
子
ど
も
た
ち
や

先
生
と
共
演
し
た
り
す
る
楽
し
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
歓
声
も
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　

サ
ン
ト
リ
ー
は
熊
本
地
震
か
ら

の
復
興
に
当
た
っ
て
「
文
化
・
芸

術
・
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
心
と
体

の
支
援
活
動
」
を
展
開
。
町
内
で

も
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
催
し

て
い
ま
す
。

嘉島東、西小で九響弦楽四重奏

サントリーの復興支援サントリーの復興支援

被
災
の
地
区
公
民
館

み
ん
な
の
家
で

み
ん
な
の
家
で

移
転
建
て
替
え

移
転
建
て
替
え

　

一
昨
年
の
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
嘉
島
町
北

甘
木
の
地
区
公
民
館
建
て
替
え
工
事
が
11
月
14

日
、
始
ま
り
ま
し
た
。
県
ア
ー
ト
ポ
リ
ス
事
業

「
み
ん
な
の
家
」
と
し
て
復
興
支
援
し
、
日
本

財
団
（
わ
が
ま
ち
基
金
）
と
共
同
で
整
備
。

　

今
回
、
六
嘉
駐
在
所
跡
地
に
移
転
す
る
北
甘

木
「
み
ん
な
の
家
」
公
民
館
は
木
造
平
屋
約
１

０
０
平
方
㍍
。
完
成
は
来
年
３
月
末
の
予
定
で
、

災
害
時
の
避
難
所
と
な
り
ま
す
。

　

現
地
で
行
わ
れ
た
地
鎮
祭
に
は
水
野
正
身
区

長
ら
地
域
住
民
、
町
な
ど
の
関
係
者
ら
約
20
人

が
列
席
し
、
工
事
の
安
全
を
願
い
ま
し
た
。

　
「
み
ん
な
の
家
」
方
式
に
よ
る
町
内
の
地
区

公
民
館
建
て
替
え
は
上
六
嘉
で
も
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

北 甘 木
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　嘉島町の上島四所神社で 10 月９日に
開かれた例大祭で、恒例の子ども相撲が
奉納されました。保育・幼稚園児や小学
生ら約 50 人が年齢・学年ごとの取り組
みで熱戦を展開。境内は、土俵を取り囲
んだ保護者や地域の方の応援の歓声に包
まれました。
　戦後間もないころの大人相撲が子ども
相撲になり、ここ 10 年ほど前から女の
子も参戦しています。

　嘉島町のイオンモール熊本で 11 月９
日、町内四つの幼稚・保育園児たちが買
い物客らに「火の用心」を呼び掛ける防
火パレード＝写真＝を行いました。
　上益城消防組合が秋の全国火災予防運
動（９～ 15 日）にちなんで実施。嘉島
幼稚園と幼光、東部幼光、嘉島の３保育
園の園児約 100 人が〝出動〟。荒木町長
らの激励を受け、園児たちはそろいの法
被姿で拍子木を打ち鳴らしながら、園ご
とにモール１階フロアを巡りました。

　

嘉
島
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
が
10
月
29
日
、
掛
け
干
し
し
た

稲
穂
の
脱
穀
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
＝
写
真
。
園
長
や
保
護

者
ら
の
手
ほ
ど
き
で
昔
な
が
ら
の
足
踏
み
脱
穀
機
と
千
歯
こ

き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

　

祖
父
母
参
観
に
合
わ
せ
、
11
月
14
日
に
は
精
米
し
た
お
米

で
お
に
ぎ
り
パ
ー
テ
ィ
ー
も
。
食
生
活
改
善
推
進
員
の
６
人

が
朝
か
ら
一
斗
（
約
15
㌔
）
の
お
に
ぎ
り
を
に
ぎ
り
、
約
２

０
０
人
分
の
豚
汁
を
ふ
る
ま
い
ま
し
た
。
同
園
で
は
例
年
、

田
植
え
か
ら
稲
刈
り
、
脱
穀
、
お
に
ぎ
り
作
り
ま
で
年
間
を

通
し
て
「
食
」
に
関
す
る
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
22
、
23
の
両
日
、
町
農
村
女
性
グ
ル
ー
プ
は

熊
本
市
内
の
保
育
園
児
を
招
き
、
河
原
君
代
代
表
が
提
供
し

た
田
ん
ぼ
で
稲
刈
り
体
験
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
の
東
部
幼
光
保
育
園
の
園
児
28

人
が
11
月
９
日
、
北
甘
木
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
康
寿
苑
」
を
訪
ね
、
歌
や
踊

り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
今
回
、
取
り
組
ん
だ
「
カ

レ
ー
音
頭
」「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん

島
」
な
ど
を
愛
ら
し
い
振
り
付
け
で
発
表
。

す
っ
か
り
見
入
っ
た
入
所
者
や
利
用
者
ら

は
握
手
し
て
回
る
園
児
た
ち
と
楽
し
い
ス

キ
ン
シ
ッ
プ
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
だ
り
、

「
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど

と
呼
び
掛
け
る
園
児
た
ち
と
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
交
換
し
た
り
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
提
唱
す
る
町
社

会
福
祉
協
議
会
の
呼
び
掛
け
で
、
幼
光
保

育
園
の
園
児
た
ち
も
10
月
22
日
、
同
苑
を

訪
ね
て
交
流
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

東
部
幼
光
保
育
園
の
園
児
た
ち
の
笑
顔
に

「
康
寿
苑
」
の
入
所
・
利
用
者
も
ニ
ッ
コ
リ

幼光、東部幼光保育園 元気届ける

上
島
四
所
神
社
子
ど
も
相
撲
に
歓
声

町
内
の
園
児

「
火
の
用
心
」
呼
び
掛
け

嘉
島
幼
稚
園

昔
な
が
ら
に

笑笑顔が似合う嘉島っ顔が似合う嘉島っ子子
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自
作
ロ
ボ
「
嘉
島
型
十
番
艦
」

を
前
に
嘉
島
中
チ
ー
ム
の
面
々

　

上
益
城
郡
の
第
43
回
中
学
校
英

語
暗
唱
大
会
が
10
月
25
日
、
御
船

町
の
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
嘉
島
中
が
１
〜
３
年
の
全

学
年
で
見
事
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

英
語
担
当
の
岩
田
由
貴
、
福
島

亜
矢
の
両
教
諭
と
外
国
語
指
導
助

手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
マ
キ
ル
ブ
ラ
イ

ド
・
マ
デ
リ
ン
・
マ
リ
ー
先
生
の

指
導
を
受
け
た
嘉
島
中
の
メ
ン

バ
ー
は
〝
猛
特
訓
〞
の
か
い
が

あ
っ
て
、
そ
ろ
っ
て
１
位
に
選
抜

さ
れ
る
快
挙
を
達
成
。

　

今
大
会
に
は
郡
内
八
つ
の
中
学

か
ら
代
表
71
人
が
出
場
。
１
〜
３

年
の
学
年
別
に
学
校
対
抗
で
教
科

書
の
内
容
を
暗
唱
発
表
し
、
英
語

の
発
音
や
表
現
力
を
競
い
合
い
ま

し
た
。
作
田
潤
一
校
長
は
「
本
当

に
よ
く
頑
張
っ
た
」
と
代
表
の
生

徒
た
ち
を
た
た
え
て
い
ま
し
た
。

　

嘉
島
中
は
全
学
年
が
郡
代
表
と

し
て
11
月
13
日
に
熊
本
市
で
開
か

れ
た
県
大
会
に
出
場
し
、
１
年
が

５
位
に
入
り
ま
し
た
。
各
代
表
は

次
の
通
り
で
す
。

　

▽
３
年　

奥
名
萌
々
花
、
荒
木

さ
く
ら
▽
２
年　

山
﨑
優
志
、
坂

﨑
芽
依
、
亀
井
倫
奈
、
森
瑞
稀
▽

１
年　

菊
地
琢
斗
、
山
本
蘭
平
、

岡
田
ひ
か
る　
　
　
（
敬
称
略
）

　

嘉
島
町
民
会
館
で
10
月
26
日
、

「
上
益
城
郡
中
学
校
音
楽
会
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。
郡
内
の
全
中
学

８
校
が
参
加
。

　

嘉
島
中
か
ら
は
校
内
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
で
代
表
に
選
ば
れ
た
３
年

２
組
の
38
人
が
合
唱
の
部
に
出
場

し
、
練
習
を
積
ん
だ
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
披
露
。
ま
た
、
吹
奏
楽
の
部
で

も
嘉
島
中
吹
奏
楽
部
が
今
夏
、
県

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
４
年
連
続

の
金
賞
に
輝
い
た
調
べ
で
ス
テ
ー

ジ
を
飾
り
ま
し
た
。

郡英語暗唱大会で１位に輝いた１年（前
列）２年（中列）３年（後列）の各代表。
後列左端はマデリン先生

　

第
22
回
県
中
学
生
創
造
ア
イ
デ

ア
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
が
11
月

11
日
、
熊
本
高
専
熊
本
キ
ャ
ン
パ

ス
（
合
志
市
）
で
開
か
れ
、
嘉
島

中
の
ロ
ボ
ッ
ト
愛
好
の
有
志
チ
ー

ム
が
昨
年
に
続
き
入
賞
し
、
県
代

表
と
し
て
九
州
大
会
（
鹿
児
島
市

で
12
月
１
、
２
日
開
催
）
出
場
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
中
チ
ー
ム
＝
田
中
柊
羽
さ

ん
（
３
年
）
下
津
翔
大
さ
ん
（
２

年
）
紫
垣
輝
史
さ
ん
、
城
本
竜
希

さ
ん
（
１
年
）
＝
は
「
嘉
島
型
十

番
艦
」
と
命
名
し
た
自
作
ロ
ボ
ッ

ト
で
本
年
度
の
応
用
部
門
に
エ
ン

ト
リ
ー
。
規
定
の
競
技
エ
リ
ア
を

自
走
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
、

配
置
さ
れ
た
大
き
さ
や
形
状
が
違

う
ア
イ
テ
ム
（
標
的
）
を
分
別
し

て
得
点
を
重
ね
、
出
場
16
チ
ー
ム

中
、
上
位
入
賞
を
決
め
ま
し
た
。

　

指
導
に
当
た
っ
た
奥
田
恭
隆
教

諭
は
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
勝
利
」

と
勝
因
を
分
析
、
田
中
さ
ん
ら
は

「
昼
休
み
や
放
課
後
、
休
み
の
日

も
み
ん
な
で
知
恵
を
絞
り
、
練
習

し
た
か
い
が
あ
り
ま
し
た
」
と
喜

び
合
っ
て
い
ま
し
た
。

町民会館で開かれた「上益
城郡中学校音楽会」に学校
代表として臨んだ３年２組
（写真上）。吹奏楽部（同
下）もステージで熱演 上

益
城
郡
音
楽
会

上
益
城
郡

英
語
暗
唱
大
会

県
創
造
ア
イ
デ
ア

ロ
ボ
コ
ン

す
ご
い
ゾ

活
躍
光
る

活
躍
光
る

嘉島中嘉島中
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年
の
瀬
―
嘉
島
町
「
広
報
か
し
ま
12
月
号
」
恒
例

企
画
を
お
届
け
し
ま
す
。
残
り
わ
ず
か
と
な
っ
た
平
成

30
（
２
０
１
８
）
年
、
こ
の
１
年
間
の
町
の
主
な
出
来

事
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。
な
お
、
文
中
の
「
＝
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
＝
」
は
写
真
案
内
で
す
。

１
月

　

●
町
成
人
式　

７
日
、
町
民
会

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
新
成
人
97

人
（
男
性
53
人
、
女
性
44
人
）
の

う
ち
85
人
（
同
47
人
、
同
38
人
）

が
顔
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。

　

●
く
ま
も
と
環
境
大
賞
に
サ
ン

ト
リ
ー　

25
日
、
環
境
保
全
活
動

に
取
り
組
む
北
甘
木
の
サ
ン
ト

リ
ー
九
州
熊
本
工
場
を
熊
本
県
が

表
彰
し
ま
し
た
。

　

●
か
し
ま
広
域
農
場
農
業
生
産

法
人
設
立
準
備
委
員
会
に
地
域
貢

献
賞　

26
日
開
か
れ
た
第
58
回
熊

本
県
農
業
コ
ン
ク
ー
ル
大
会
の
表

彰
式
で
工
藤
健
一
会
長
（
現
・
組

合
長
）
ら
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

2
月

　

●
保
育
施
設
の
新
設
検
討　

21

日
開
か
れ
た
町
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
で
待
機
児
童
解
消
の
た
め
、

保
育
園
の
新
設
な
ど
を
検
討
し
て

い
く
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

3
月

　

●
町
消
防
出
初
式　

４
日
、
佐

藤
光
正
団
長
以
下
２
２
０
人
の
団

員
が
出
動
＝
Ａ
＝
し
、
隔
年
実
施

の
小
型
ポ
ン
プ
操
法
競
技
な
ど
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

　

●
町
の
地
価
上
昇　

国
土
交
通

省
が
27
日
に
発
表
し
た
２
０
１
８

年
１
月
１
日
時
点
の
公
示
地
価
に

よ
り
ま
す
と
、
嘉
島
町
の
住
宅
地

が
プ
ラ
ス
１
・
８
％
と
２
年
ぶ
り

に
地
価
上
昇
に
転
じ
ま
し
た
。

　

●
金
剛
が
落
成
式　

上
仲
間
の

地
区
計
画
区
域
に
新
た
に
進
出
し

た
移
動
棚
メ
ー
カ
ー
「
金
剛
」（
熊

本
市
西
区
）
の
新
工
場
＝
Ｄ
＝
が

完
成
。
28
日
に
荒
木
町
長
ら
を
招

い
た
落
成
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

4
月

　

●
町
内
小
中
学
校
で
入
学
式　

11
日
に
嘉
島
中
に
入
学
し
た
の
は

前
年
よ
り
６
人
少
な
い
75
人
（
男

子
42
人
、
女
子
33
人
）。
東
小
に

は
前
年
よ
り
２
人
多
い
33
人
（
男

子
10
人
、
女
子
23
人
）、
西
小
80

人
（
男
子
38
人
、
女
子
42
人
。
昨

年
は
82
人
）
が
そ
れ
ぞ
れ
11
日
に

入
学
し
ま
し
た
。

　

●
町
民
講
座
ス
タ
ー
ト　

20
日
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
の
学
び

の
場
と
し
て
開
講
。
町
内
外
か
ら

講
師
を
招
い
て
隔
月
で
開
催
。

5
月

　

●
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー「
イ
ー

ス
ト
（
愛
称
）」
落
成　

16
日
、

嘉
島
東
小
体
育
館
の
南
隣
に
完
成

＝
Ｂ
＝
し
、
落
成
式
が
開
か
れ
ま

し
た
。
鉄
骨
平
屋
、
延
べ
床
面
積

約
５
０
０
平
方
㍍
。
放
課
後
児
童

施
設
を
メ
イ
ン
に
、
住
民
の
交
流

や
貸
事
務
所
の
ス
ペ
ー
ス
を
新
た

に
設
け
た
の
に
加
え
、
災
害
時
の

避
難
所
、
防
災
用
具
な
ど
の
備
蓄

倉
庫
の
機
能
も
備
え
て
い
ま
す
。

　

●
嘉
島
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
（
Ｃ
Ｅ
）
完
成　

上
六
嘉
の

六
嘉
Ｃ
Ｅ
跡
地
に
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し

き
が
新
設
、
16
日
に
現
地
で
竣

（
し
ゅ
ん
）
工
式
が
開
か
れ
ま
し

た
。
事
業
費
は
12
億
３
７
８
９
万

円
で
、
鉄
骨
２
階
建
て
。
高
さ
約

40
㍍
の
貯
蔵
サ
イ
ロ
10
基
を
備
え
、

取
扱
量
は
コ
メ
と
麦
そ
れ
ぞ
れ
２

千
㌧
の
計
４
千
㌧
と
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

6
月

　

●
静
岡
県
清
水
町
と
災
害
時
相

互
応
援
協
定　

28
日
、
町
役
場
で

締
結
式
＝
Ｃ
＝
が
行
わ
れ
、
荒
木

町
長
と
山
本
博
保
・
清
水
町
長
が

協
定
書
に
そ
れ
ぞ
れ
署
名
、
押
印

し
ま
し
た
。
嘉
島
町
が
他
自
治
体

と
災
害
協
定
を
結
ぶ
の
は
昨
年
７

月
の
菊
池
、
佐
賀
県
伊
万
里
の
両

市
以
来
で
、
九
州
外
は
初
め
て
。

2018年

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

DA

BC
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8
月

　

●
新
正
副
議
長
決
ま
る　

嘉
島

町
議
会
は
１
日
、
川
上
國
治
議
長

の
議
長
辞
職
に
伴
い
新
議
長
に
副

議
長
の
木
下
徹
氏
、
副
議
長
に
は

宮
本
睦
生
氏
を
そ
れ
ぞ
れ
選
出
し

ま
し
た
。

　

●
か
し
ま
水
の
郷
（
さ
と
）
ま

つ
り　

４
日
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊

本
で
開
か
れ
ま
し
た
。
屋
上
駐
車

場
に
ス
テ
ー
ジ
を
特
設
し
て
初
開

催
、
多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
を

見
せ
ま
し
た
。9

月

　

●
嘉
島
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
初
優

勝　

第
73
回
県
民
体
育
祭
特
別
大

会
サ
ッ
カ
ー
競
技
（
６
人
制
）
が

15
、
16
の
両
日
、
大
津
町
運
動
公

園
で
行
わ
れ
、
上
益
城
郡
代
表
の

嘉
島
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
が
見
事
、

初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

●
百
歳
ご
長
寿
表
彰　

11
日
、

荒
木
町
長
が
今
回
の
対
象
者
11
人

を
訪
ね
、
総
理
大
臣
か
ら
の
表
彰

状
、
銀
杯
と
共
に
町
か
ら
の
表
彰

状
と
記
念
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

10
月

　

●
味
覚
の
授
業　

17
、
24
の
両

日
、
嘉
島
東
小
と
西
小
＝
Ｈ
＝
で

国
内
有
数
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
腕
を

振
る
う
シ
ェ
フ
や
お
し
ゃ
れ
な
感

性
で
支
持
を
集
め
る
料
理
研
究
家

が
そ
れ
ぞ
れ
特
別
講
師
を
務
め
て

開
か
れ
ま
し
た
。

　

●
六
嘉
の
獅
子
舞　

20
日
、
六

嘉
神
社
で
奉
納
＝
Ｉ
＝
さ
れ
、
呼

び
物
の
「
獅
子
の
棚
の
ぼ
り
」
が

３
年
ぶ
り
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

11
月

　

●
町
子
ど
も
議
会
開
催　

嘉
島

中
の
生
徒
代
表
が
「
議
員
」
に

な
っ
て
、
荒
木
町
長
ら
町
執
行
部

に
質
問
す
る
「
子
ど
も
議
会
」
が

12
日
、
町
役
場
の
町
議
会
議
場
で

開
か
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
の
質

問
に
対
し
、
町
側
は
議
会
本
番
と

同
様
に
応
じ
、
答
弁
に
立
っ
て
い

ま
し
た
。

　

●
町
教
育
委
員
に
井
上
氏　

19

日
、
新
た
に
任
命
さ
れ
た
井
上
千

春
氏
＝
下
六
嘉
＝
に
、
荒
木
町
長

か
ら
任
命
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

7
月

　

●
進
出
企
業
と
立
地
協
定　

９

日
、
下
仲
間
・
上
仲
間
計
画
地
区

に
進
出
す
る
運
送
・
倉
庫
業
の
熊

本
交
通
運
輸
（
益
城
町
）、
運
送
業

の
新
興
運
送
（
熊
本
市
）
の
両
社

が
町
と
立
地
協
定
に
調
印
＝
Ｅ
＝

し
ま
し
た
。
総
事
業
費
は
熊
本
交

通
運
輸
が
約
５
億
円
（
第
一
期
）、

新
興
運
送
約
６
億
円
の
見
込
み
。

　

●
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
が
全
面

開
業　

20
日
、
震
災
か
ら
増
床
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
全
面
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
西
側
に
「
ウ
エ
ス
ト

ス
ク
エ
ア
」
＝
Ｆ
＝
が
増
床
さ
れ
、

売
り
場
面
積
は
震
災
前
か
ら
１
万

１
千
平
方
㍍
増
え
て
約
８
万
４
千

平
方
㍍
に
。

　

●
消
防
操
法
大
会
で
井
寺
優
勝

上
益
城
郡
大
会
＝
Ｇ
＝
が
28
日
、

甲
佐
町
の
グ
リ
ー
ン
パ
ル
甲
佐
に

隣
接
す
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
で
開
か
れ
、

嘉
島
町
消
防
団
の
第
１
分
団
第
１

部
（
井
寺
）
が
小
型
ポ
ン
プ
の
部

で
見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

嘉
島
嘉
島  
こ
の
こ
の
１
年
１
年

平成30年

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

平
成
29（
２
０
１
７
）年

12
月

EF

GHI
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嘉
島
町
「
豊
か
な
心
を
育
む
」

標
語
コ
ン
ク
ー
ル
が
今
年
も
行
わ

れ
、
11
月
１
日
ま
で
に
特
選
は
じ

め
入
賞
作
19
点
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
教
育
委
員
会
が
情
操

教
育
の
一
環
で
町
内
の
小
中
学
生
に

呼
び
掛
け
て
実
施
。
小
学
校
の
「
道

徳
」
が
本
年
度
か
ら
正
規
の
教
科
と

な
っ
た
た
め
、
今
回
は
「
善
悪
の
判

断
」「
感
謝
」「
よ
り
よ
い
学
校
生
活
」

「
生
命
の
尊
さ
」
の
４
項
目
を
挙
げ

て
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
１
３
０
点
に

上
る
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

入
賞
作

入
賞
作
1919
点
決
ま
る

点
決
ま
る

「
豊
か
な
心
を
育
む
」
標
語

嘉島町

　

入
賞
作
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）。

　
【
特
選
】

　

小
学
１
・
２
年
「
い
い
こ
と
に　

き
づ
け
る
じ
ぶ
ん
に　

な
り
た
い

な
」
中
村
ゆ
い
（
西
２
年
）
▽
同

３
・
４
年
「
食
べ
て　

飲
め　

学

べ
る
こ
と
に　

あ
り
が
と
う
」
椿

雪
葉
（
西
４
年
）
▽
同
５
・
６
年

「
あ
い
さ
つ
は　

笑
顔
の
タ
ス
キ　

心
の
バ
ト
ン
」
渡
邉
初
月
（
東
６

年
）
▽
中
学
「
そ
の
行
動　

そ
の

一
言
に　

責
任
を
」
藤
本
南
海

（
３
年
）

　
【
入
選
】

　

◇
小
学
▽
１
年　
「
あ
り
が
と
う　

こ
の
ひ
と
こ
と
が　

う
れ
し
い
よ
」

小
嶋
颯
人
（
西
）「
じ
ぶ
ん
の
い
の

ち
も　

み
ん
な
の
い
の
ち
も　

た
い

せ
つ
に
し
よ
う
」
穴
見
凪
渚
（
西
）

▽
２
年　
「
じ
ぶ
ん
か
ら　

さ
そ
って　

あ
そ
ん
で　

た
の
し
い
ク
ラ
ス
」
芦

田
歩
夢
（
東
）「
じ
ぶ
ん
が
さ
れ
て

い
や
な
こ
と　

や
ら
な
い
よ
」
松
本

智
尚
（
東
）
▽
３
年　
「
友
だ
ち
と　

いっ
し
ょ
に　

わ
ら
え
ば　

し
あ
わ

せ
だ
」
田
中
麻
梛
（
西
）「
あ
り
が

と
う　

一
言
だ
け
で　

か
わ
る
ん
だ
」

佐
藤
蓮
（
東
）
▽
４
年　
「
あ
り
が

と
う　

み
ん
な
え
が
お
で　

う
れ
し

い
な
」
永
田
莉
奈
子
（
東
）「
ち
ょっ

と
ま
って　

す
る
そ
の
ま
え
に　

考

え
て
」
橋
本
夏
未
（
東
）
▽
５

年　
「
あ
い
さ
つ
は　

み
ん
な
の
心

を　

あ
た
た
め
る
」倉
内
湧
摩（
西
）

「
そ
の
言
葉　

ほ
ん
と
に
だ
れ
も　

き
ず
つ
け
て
な
い
？
」
林
田
翔
真

（
西
）
▽
６
年　
「
い
じ
め
ゼ
ロ　

ま

ず
は
自
分
が　

行
動
に
」
森
井
花

純
（
西
）「
こ
の
ご
は
ん　
い
ろ
ん
な

命　

も
らって
る
」
奥
村
幸
咲
（
西
）

　

◇
中
学
▽
１
年　
「
あ
り
が
と

う
心
の
扉　

開
く
鍵
」
石
坂
音
羽

▽
２
年　
「
日
々
に
感
謝　

生
き

て
い
る
っ
て　

す
ば
ら
し
い
」
武

内
海
翔
▽
３
年　
「
挨
拶
（
あ
い

さ
つ
）
で　

地
域
と
心
を　

ぽ
か

ぽ
か
に
」
北
村
愛
希
穂

　

嘉
島
中
の
生
徒
た
ち
が
「
税
に

関
す
る
作
品
」
コ
ン
ク
ー
ル
で
入

賞
し
、
熊
本
東
税
務
署
（
熊
本

市
）
で
11
月
13
日
、
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

税
を
考
え
る
週
間
（
11
月
11
〜

17
日
）
に
合
わ
せ
て
毎
年
、
熊
本

東
地
区
税
務
関
係
団
体
長
連
絡
協

議
会
が
同
署
管
内
の
中
学
生
を
対

象
に
実
施
。
次
代
を
担
う
生
徒
に

税
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
取
り

組
み
。
今
年
の
応
募
作
品
は
３
１

８
９
点
に
上
り
ま
し
た
。
嘉
島
中

の
入
賞
者
は
次
の
通
り（
敬
称
略
）。

　

◇
習
字
▽
佳
作　

松
村
春
祈

（
２
年
）
◇
ポ
ス
タ
ー
▽
上
益
城

地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞　

伊
東
日
葵
（
１
年
）
◇
標
語
▽
熊

本
東
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

長
賞　

北
村
愛
希
穂
（
３
年
）
▽

同
地
区
青
色
申
告
会
連
合
会
長
賞　

山
口
彩
夢
（
同
）
▽
佳
作　

廣
田

葵
（
３
年
）
國
定
虹
美
、
奥
田
彩

花
、
藤
田
大
陽
（
２
年
）
飯
田
愛

海
、
井
上
史
恩
、
廣
田
希
空
、
齊

藤
樹
璃
、
和
田
朝
陽
（
１
年
）

い
い
こ
と
に 

き
づ
け
る
じ
ぶ
ん
に 

な
り
た
い
な

あ
い
さ
つ
は 

笑
顔
の
タ
ス
キ 

心
の
バ
ト
ン

そ
の
行
動 

そ
の
一
言
に 

責
任
を

食
べ
て 

飲
め 

学
べ
る
こ
と
に 

あ
り
が
と
う

「
税
」
テ
ー
マ
作
品

嘉
島
中
生
徒

入
賞
で
表
彰

　嘉島町総合運動公園で 11月４日、知的障が
いのあるアスリートの祭典「第15回スペシャル
オリンピックス日本・熊本地区大会」の陸上競
技と、締めくくりの大会閉会式が行われました。
　50㍍走や千五百㍍走、ソフトボール投げな
どトラック、フィールド合わせて５種目に
県内 10 支部からエントリーした選手は 42 人。
好天の下、コーチらスタッフや駆けつけた家
族などの声援を受け、それぞれ取り組んでき
たトレーニングの成果を発揮していました。
　今回、嘉島中１年の有志がボランティアス
タッフとして競技運営を支えたほか、吹奏楽
部も閉会式で友情演奏して花を添えました。

町総合運動公園で行われた陸上競技と大会閉会式を
スタッフの一員として支えた嘉島中の１年生

「スペシャルオリンピックス」熊本地区大会

嘉島中の生徒らサポート嘉島中の生徒らサポート
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税は納期限内に納めましょう。
　税金の滞納がある場合、納期限を守って税金を納めている方との公平性を保つため、
差し押さえなどの滞納処分を行います。

地方税法の規定により、納付期限経過後２０日以内に督促状を送付します。督促状が発布され
た場合、督促手数料１００円も併せて徴収することになります。 
※ 役場で納付の確認をするのに２週間ほどかかる場合があります。督促状の行き違いの際はご
容赦願います。なお、納期限の翌日から法定の延滞金が加算されます。

納期限を過ぎても納付されない場合

督促状の発送日から１０日経過しても完納しない場合は、財産を差し押さえることができます。

督　促

⇒地方税法　第３３１条 
　 「督促状を発した日から起算して１０日を経過した日までに完納しないときは、財産
を差し押さえしなければならない」と法律で定められています。 
事前予告や本人の同意は必要としません。

捜索・差し押さえ

財産調査の結果、預金・生命保険・給与・売掛金・土地・家屋などがあれば、差し押さえを行
い、強制的に換価して滞納税分に充てます。また、滞納者の居宅の捜索を行い、換価できる動産
（車を含む）の差し押さえを行い、公売会で売却し、滞納額に充てます。
これらの差し押さえ、強制換価、居宅の捜索などは事前予告や本人の同意は必要としません。

催　告

督促状を送付しても納付がない場合や、過年度の滞納が残っている場合は、催告書を送付し、
電話による催告を行う場合もあります。

財産調査

督促状や催告書を送付しても納付がない場合は、滞納者の財産を発見するために、官公署・金融機
関・勤務先・取引先・滞納者の財産を占有する第三者などに対して調査を行います。これらの調査
は国税徴収法第１４１条から１４７条の規定に基づき、滞納者の了承を得ずに行うことができます。

口座振替での納付が便利です。
納付は納め忘れがない口座振替が便利です。肥
後銀行、熊本銀行、上益城農協、熊本第一信用
金庫、九州労働金庫、ゆうちょ銀行、役場税務
課の窓口で手続きできます。
（既に申請されている方は残高不足にご注意く
ださい）

納税のご相談は役場税務課徴収係まで
☎２３７－２６３９（直通）

※やむを得ない理由で納付が困難な場合は、事
前に連絡・相談ください。生活状況などの聞き
取りをしたうえで、完納までの計画の相談に応
じます。連絡がないと個別の事情を把握できず、
法令に基づき滞納処分を行うことになります。

延滞金徴収、差し押さえの対象に！
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☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

県
内
で
実
施
中
！

　
　
「
ピ
カ
ピ
カ
運
動
」

　

熊
本
県
内
で
年
明
け
1
月
い
っ
ぱ

い
実
施
中
で
す
。
運
動
の
重
点
は

「
反
射
材
の
活
用
」「
前
照
灯
の
早
め

点
灯
と
上
向
き
点
灯
の
励
行
」。
車

の
運
転
者
は
午
後
5
時
に
な
っ
た
ら

前
照
灯
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
歩
行
者
、

自
転
車
は
暗
く
な
っ
た
ら
反
射
材
を

お
忘
れ
な
く
。

○交通事故・刑法犯の発生状況　　　　　　（件数）10 月末現在
交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万　

引

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H30.10 7 65 0 0 1 1 0 0

H30 累計 57 585 0 0 25 4 1 11

前年比 -8 -43 ± 0 ± 0 ± 0 -5 ± 0 +3

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H30.10 19 187 0 1 3 2 0 0

H30 累計 166 1819 10 3 34 22 3 21

前年比 -41 -110 +1 +2 -9 +5 ± 0 +1

〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎ 282-1110　内線 261 ～ 265）
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ご
注
意
く
だ
さ
い

嘉
島
幼
稚
園
入
園
申
請

受
け
付
け
中

○
受
付
期
限　

〜
12
月
28
日
（
金
）

○
提
出
先　

役
場
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
（
町
民
会
館
内
）

　
　
　
　
　

ま
た
は
嘉
島
幼
稚
園

○
提
出
物　

 

入
園
申
請
書
（
必
要
事
項

を
記
入
、押
印
し
た
も
の
）

　

※
な
お
、
入
園
申
請
書
は
役
場
学
校

教
育
課
と
嘉
島
幼
稚
園
に
準
備
し
て
あ

り
ま
す
。

　
　

役
場
学
校
教
育
課

☎
２
３
７－

０
９
３
７

　
　

嘉
島
幼
稚
園

☎
２
３
７－

５
２
１
０

事
業
所
得
（
農
業
含
む
）
申
告

に
は
収
支
内
訳
書
が
必
要
で
す

　

本
年
中
の
事
業
所
得
（
農
業
含
む
）

の
申
告
を
行
う
際
は
、
ご
自
身
で
収
支

内
訳
書
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
収
支
内
訳
書
作
成

に
つ
い
て
の
相
談
会
を
次
の
日
程
で
開

き
ま
す
の
で
、
電
話
で
の
事
前
申
し
込

み
の
上
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

 

平
成
31
年
１
月
７
日
（
月
）

〜
１
月
21
日
（
月
）
※
閉
庁

日
除
く
。

　
　
　
　
 
10
時
〜
15
時
（
正
午
〜
13
時

を
除
く
）

○
場
所　

役
場
税
務
課

　

相
談
会
で
は
収
支
内
訳
書
作
成
に
つ

い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
簡
単
な
説
明
の

み
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
作
成
補
助
や
、

専
門
的
な
質
問
な
ど
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
所
管
の
税
務
署
や
税
理
士
会
な

ど
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

役
場
が
開
催
し
て
お
り
ま
す
申
告
相

談
会
（
２
月
中
旬
か
ら
３
月
中
旬
）
で

は
、
収
支
内
訳
書
が
未
作
成
の
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
申
告
相
談
は
受
け
付
け

て
お
り
ま
せ
ん
。

　

ご
自
身
で
ど
う
し
て
も
作
成
が
困
難

な
場
合
は
、
ご
家
族
の
方
に
作
成
を
お

【
20
面
に
続
く
】

◇ 

お
断
り　

問
い
合
わ
せ

先
は
各
項
の
末
尾
で
す
。

年末年始のごみ収集日程

益城クリーンセンターへの個人搬入（有料：10円／１㌔）
12月 22日（土）～29日（土）　9時～16時
12月 30日（日）　　　　　　　　9時～11時
年始は、1月3日（木）から通常受け入れ（平日の9時～16時）
益城クリーンセンター　☎286-4190

し尿くみ取り
年末　　12月28日（金）まで
年始 　　 1月 4日（金）から
年末のくみ取りは、12月20日（木）までに米満商会（☎237-0112）に依頼してください。

役場都市計画課環境係　☎ 237-2597

校区
日程 東校区 西校区

12月28日（金） 燃えるごみ ペットボトル

29日（土）
～１月　2日（水） 収集なし 収集なし

３日（木） プラスチック製容器包装 燃えるごみ

※収集がない日は、ごみを出されないようにお願いします。
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願
い
す
る
な
ど
し
て
確
定
申
告
時
期
ま

で
に
は
収
支
内
訳
書
を
作
成
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　

役
場
税
務
課　

☎
２
３
７－

２
６
３
９

熊
本
地
震
で
倒
壊
な
ど
し
た

建
物
の
職
権
に
よ
る

取
り
壊
し
登
記
作
業
に
つ
い
て

　

熊
本
地
方
法
務
局
で
は
，
平
成
28
年

熊
本
地
震
に
よ
っ
て
倒
壊
な
ど
し
た
建

物
に
つ
い
て
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
建

物
取
り
壊
し
の
登
記
申
請
の
負
担
軽
減

を
図
る
と
と
も
に
、
被
災
地
の
速
や
か

な
復
興
の
た
め
、
県
内
の
被
災
地
域
に

お
い
て
、
所
有
者
の
申
請
に
よ
ら
ず
に

登
記
官
の
職
権
で
建
物
取
り
壊
し
の
登

記
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
取
り

壊
し
の
登
記
が
行
わ
れ
て
い
な
い
建
物

が
残
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
登
記
さ
れ
て
い
る

建
物
で
、
建
物
の
全
部
が
公
費
解
体
な

ど
に
よ
り
取
り
壊
さ
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
い
ま
だ
取
り
壊
し
の
登
記
が
さ

れ
て
い
な
い
場
合
は
、
12
月
28
日
ま
で

に
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
職
権
に
よ
る
取
り
壊
し
の
登
記
の
対

象
と
な
ら
な
い
建
物

震
災
に
よ
り
倒
壊
な
ど
し
た
建
物
で
は

あ
る
が
…
、

①
建
物
の
破
損
・
解
体
が
一
部
分
で
あ

る
場
合

②
一
つ
の
登
記
記
録
に
２
棟
以
上
の
建

物
（
例
・
居
宅
と
物
置
な
ど
）
が
存
在

し
、
そ
の
全
て
の
建
物
が
解
体
な
ど
さ

れ
て
い
な
い
場
合

　

熊
本
地
方
法
務
局
復
興
事
業
対
策
室

☎
３
６
４－

２
２
２
１

　
　
　

※
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

調
理
師
業
務
従
事
者
届
に
つ
い
て

　

就
業
し
て
い
る
調
理
師
は
、
調
理
師

法
に
基
づ
き
２
年
ご
と
に
就
業
地
な
ど

に
関
す
る
届
け
出
が
必
要
で
す
。

○
対
象　

 

12
月
31
日
現
在
、
調
理
師
免

許
を
有
し
県
内
で
調
理
業
務

に
従
事
し
て
い
る
方

○
配
布
場
所　

県
健
康
づ
く
り
推
進
課
、

県
保
健
所
、
熊
本
市
保
健
所
お
よ
び
各

区
役
所
、
山
鹿
市
役
所

○
提
出
期
限　

平
成
31
年
１
月
15
日

（
火
）

○
提
出
先　

就
業
地
を
所
管
す
る
保
健

所
（
就
業
地
が
山
鹿
市
の
方
は
山
鹿
市

役
所
）

　
　

県
健
康
づ
く
り
推
進
課　

☎
３
３
３－

２
２
５
２

ご
存
じ
で
す
か

？

平
成
31
年
嘉
島
町
成
人
式

　

嘉
島
町
の
成
人
式
を
次
の
通
り
行
い

ま
す
。

○
日
時　

　

平
成
31
年
１
月
13
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
前
11
時　

開
式

○
場
所　

　

町
民
会
館
ホ
ー
ル
「
ア
ク
ア
」

○
内
容　

　

式
典
お
よ
び
記
念
写
真
撮
影

○
対
象
者

　

町
内
居
住
お
よ
び
町
出
身
の
方

※ 

町
に
住
民
票
が
な
い
方
は
、
事
前
に

連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

町
教
育
委
員
会

☎
２
３
７－

０
０
５
８

青
少
年
育
成
優
良
団
体
に
助
成
金

　

嘉
島
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
は
、

次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
に
取

り
組
み
、
他
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
地

域
に
密
着
し
た
活
動
を
し
て
い
る
団
体

に
対
し
、
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。
申

請
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
町
民
課
福

祉
係
に
申
請
様
式
を
準
備
し
て
お
り
ま

す
の
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
締
め
切
り

　
　

平
成
31
年
１
月
21
日
（
月
）

　
　
　
　
　

17
時
ま
で

○
助
成
対
象
団
体

　

世
代
間
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
が
伝
統
文
化
の
継
承
や
環
境
保

全
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
幅
広↑

【
19
面
か
ら
続
く
】

12 月 の納税等 １ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
固定資産税……………　④　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑧　期介護保険料
保育所利用料………… 12月分
下水道使用料………… 11 月分
納期限日（口座振替日）
　　12月25日（火）

町県民税………………　④　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑨　期介護保険料
保育所利用料……………１月分
下水道使用料………… 12 月分
納期限日（口座振替日）
　　平成31年１月31日（木）

毎月第４水曜日
午後６時～８時

12月26日
平成31年１月23日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）

広報かしま2018.12
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く
積
極
的
に
青
少
年
の
健
全
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
る
民
間
の
団
体
を
対
象
と

し
ま
す
。
審
査
会
で
活
動
が
優
れ
て
い

る
と
判
断
さ
れ
た
団
体
に
予
算
の
範
囲

内
で
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係　

☎
２
３
７－
２
５
７
６

確
定
申
告
は
ス
マ
ホ
か
ら

　

平
成
31
年
１
月
か
ら
国
税
電
子
申

告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
）

が
、
よ
り
簡
単
に
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
次
の
①
ま
た
は
②
の
方
法
で
確

定
申
告
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
方
式

　

事
前
届
け
出
不
要
で
自
宅
か
ら
確
定

申
告
が
で
き
ま
す
。

②
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式

　

事
前
に
税
務
署
で
「
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
」

の
開
始
届
け
出
の
手
続
き
が
必
要
（
初

回
だ
け
）
で
す
が
、
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー

ド
取
得
後
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
不
要
で
、
自
宅

Ｐ
Ｃ
や
携
帯
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
確
定
申
告
が

利
用
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
「
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
」
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.e-tax.nta.go.jp/

index.htm
l

）
ま
た
は
所
管
の
税
務
署

に
。

　
　

熊
本
東
税
務
署　

☎
３
６
９－

５
５
６
６

　
　
　
　
　
　
（
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
）

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
の
ご
案
内

　

高
校
、
大
学
な
ど
へ
の
入
学
時
、
在

学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公

的
な
融
資
制
度
で
す
。
お
子
さ
ま
１
人

に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内
を
、
固
定
金

利
（
11
月
12
日
現
在
、
年
１
・
７
８
％
）

で
利
用
で
き
、
在
学
期
間
中
は
利
息
の

み
の
ご
返
済
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で

検
索
し
て
い
た
だ
く
か
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
へ
。

　
　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
０
５
７
０－

０
０
８
６
５
６

保
育
士
を
目
指
す
学
生
へ
の

貸
付
制
度
を
紹
介
し
ま
す

　

県
で
は
保
育
士
を
目
指
す
学
生
の
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
学
費
や
生

活
費
な
ど
を
お
貸
し
す
る
制
度
で
す
。

○
対
象　

保
育
士
資
格
を
取
得
で
き
る

大
学
や
専
門
学
校
な
ど
で
保
育
士
を
目

指
す
学
生

○
期
間　

２
年
間

○
金
額　

月
額
５
万
円
以
内

※
卒
業
後
、
県
内
の
保
育
所
な
ど
で
５

年
間
継
続
勤
務
し
た
場
合
は
、
返
済
免

↑

【
22
面
に
続
く
】

住民税の配偶者（特別）控除が変わります
　平成 29年度の税制改正において、以下の通り配偶者控除および配偶者特別控除の見直しがなされました。この改正
は平成 31年度以降の住民税に対して適用されます（平成 30年 1月 1日以降の所得に対する課税について適用へ）。

役場税務課　☎ 237-2639

改正後 改正前

配
偶
者
控
除

納税義務者の合計所得金額 900万円以下 900万円超
950万円以下

950万超
1,000万円以下

配偶者控除額
一般 33万円 22万円 11万円 33万円
老人 38万円 26万円 13万円 38万円

配
偶
者
特
別
控
除
額

納税義務者の合計所得 900万円以下 900万円超
950万円以下

950万円超
1,000万円以下 納税義務者の合計所得 1000万円以下

配
偶
者
の
合
計
所
得

380,001円～　900,000円 33万円 22万円 11万円

配
偶
者
の
合
計
所
得

380,001円～449,999円 33万円

900,001円～　950,000円 31万円 21万円 11万円 450,000円～499,999円 31万円

950,001円～1,000,000円 26万円 18万円 9万円 500,000円～549,999円 26万円

1,000,001円～1,050,000円 21万円 14万円 7万円 500,000円～599,999円 21万円

1,050,001円～1,100,000円 16万円 11万円 6万円 600,000円～649,999円 16万円

1,100,001円～1,150,000円 11万円 ８万円 4万円 650,000円～699,999円 11万円

1,150,001円～1,200,000円 ６万円 ４万円 2万円 700,000円～749,999円 6万円

1,200,001円～1,230,000円 ３万円 ２万円 1万円 750,000円～759,999円 3万円

1,230,001円～ ０万円 ０万円 0万円 760,000円～ 0万円

広報かしま 2018.12
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除
。

　
　

県
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー　

☎
３
２
２－

８
０
７
７

保
育
所
な
ど
へ
の
就
職
に
は

支
援
制
度
が
あ
り
ま
す

　

県
で
は
、
保
育
所
な
ど
へ
の
就
職
や

復
職
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
保

育
士
資
格
を
お
持
ち
で
、
今
後
保
育
所

な
ど
で
働
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
方
に

は
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

○
保
育
料
の
一
部
貸
付

　
　

 

お
子
さ
ん
の
保
育
料
の
半
額
（
月

額
上
限
２
万
７
千
円
）

　

○
保
育
士
就
職
準
備
金
貸
付

　
　

 

転
居
費
用
な
ど
の
就
職
準
備
金

（
上
限
40
万
円
）

※
ど
ち
ら
も
２
年
間
、
継
続
勤
務
し
た

場
合
は
、
返
済
免
除
。

　
　

県
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー　

☎
３
２
２－

８
０
７
７

中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
方
々
へ

　

平
成
31
年
10
月
１
日
か
ら
消
費
税
率

が
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
と
同

時
に
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
な
ど
に

対
し
て
は
、
複
数
税
率
対
応
レ
ジ
の
導

入
や
、
受
発
注
シ
ス
テ
ム
の
改
修
な
ど

が
必
要
に
な
る
場
合
に
、
こ
れ
ら
に
要

す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
国
の
制

度
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
「
軽
減
税
率
対
策
補
助
金

事
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://kzt-

hojo.jp/

）」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

国
税
庁
軽
減
税
率
相
談
窓
口

　
　

☎
０
５
７
０－

０
３
０－

４
５
６

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

被
災
史
料
レ
ス
キ
ュ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
講
演
会

　

古
文
書
史
料
と
井
寺
古
墳
に
つ
い
て

の
講
演
会
「
被
災
史
料
が
語
る
井
寺
古

墳
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
熊
本
地
震
で

被
災
し
た
史
料
の
中
か
ら
井
寺
古
墳
に

関
す
る
古
文
書
が
発
見
さ
れ
、
大
正
年

間
に
京
都
大
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
た
時

点
で
は
既
に
失
わ
れ
て
い
た
井
寺
古
墳

の
石
室
の
様
子
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
文
献
史
学
と
考
古
学
、
そ
れ

ぞ
れ
の
視
点
か
ら
見
た
井
寺
古
墳
の
姿

に
つ
い
て
の
講
演
で
す
。

○
日
時　

12
月
15
日
（
土
）　

　
　
　
　
　
　

14
時
〜
16
時

○
場
所　

県
立
美
術
館　

文
化
交
流
室

※
申
し
込
み
不
要
、
参
加
費
無
料
。

熊
本
被
災
史
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

（
熊
本
大
学
永
青
文
庫
研
究
セ
ン
タ
ー

内
）

　
　
　
　
　

☎
３
４
２－

２
３
０
４

子
ど
も
た
ち
の
心
を
育
む

人
形
劇
公
演

「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

○
日　

時　

平
成
31
年
１
月
14
日

　
　
　
　
　
（
月
・
祝
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
約
１
時
間

○
場　

所　

嘉
島
町
文
化
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　

上
六
嘉
９
１
７

○
目　

的　

 

人
形
劇
を
通
し
て
子
ど
も

た
ち
の
創
造
性
、
自
主
性
、

思
い
や
り
の
心
を
育
む
と

と
も
に
他
人
を
尊
重
す
る

人
権
感
覚
を
養
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

○
入
場
料　

無
料

　
　

町
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
２
３
７－

０
４
６
４

保
育
園
で
園
庭
開
放

○
12
月
20
日
（
木
）
10
時
〜
11
時
半

　

東
部
幼
光
保
育
園　

○
12
月
22
日
（
土
）
９
時
〜

　

嘉
島
保
育
園
（
場
所
は
嘉
島
町
民
会

館
）　

※
当
日
開
催
さ
れ
て
い
る
ク
リ

ス
マ
ス
会
の
見
学
が
で
き
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま

で
に
そ
れ
ぞ
れ
保
育
園
へ
予
約
し
、
必

ず
保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、

す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
の

で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

園
庭
開
放
だ
け
で
な
く
、
個
別
の
園

見
学
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
　

東
部
幼
光
保
育
園

☎
３
６
０－

６
１
０
３

　
　

嘉
島
保
育
園

☎
２
３
７－

１
０
１
６

そ
の
他
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

わ
く
わ
く
！
パ
レ
ア
フ
ェ
ス
タ

○
日
時

　

平
成
31
年
１
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
〜
16
時

○
場
所　

熊
本
県
民
交
流
会
館

○ 

主
な
内
容　

ボ
ッ
チ
ャ
体
験
、
新
聞

プ
ー
ル
、
ロ
ボ
ッ
ト
操
作
、
フ
ォ
ト

ス
タ
ン
ド
作
り
、
熊
本
復
興
ド
ラ
マ↑

【
21
面
か
ら
続
く
】

水質検査日程

１月 ９ 日
１月 23日

詳細は嘉島町ホームページまた
は広報かしま８月号をご覧くだ
さい。
役場都市計画課環境係

☎２３７－２５９７（直通）
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休日当番医

12月16日（日）たなか内科眼科（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　　☎２３５－７２３５

12月23日（日・祝）さかた耳鼻咽喉科（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　　☎２３７－４１３３

12月24日（月・振り替え）よしむら内科・循環器科（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　　☎２３５－７７７３

12月29日（土・年末）からしま小児科（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　　☎２３５－６３３３

12月30日（日）泰泉堂牟田医院（御船町）
　　　　　　　　　　　　　☎２８２－０２１６

12月31日（月・年末）大串内科（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　　☎２３４－７８７３

１月１日（火・祝）みふね眼科（御船町）
　　　　　　　　　　　　　☎２８２－３７１１

１月２日（水・年始）山地外科胃腸科医院（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　　☎２３７－０００３

１月３日（木・年始）たかぞえ内科・循環器内科クリニック（御船町）
　　　　　　　　　　　　　☎２８２－００７０

１月６日（日）のぐち皮ふ科（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　　☎２３７－４１１２

１月13日（日）榊田泌尿器科外科医院（御船町）
　　　　　　　　　　　　　☎２８２－６３６３

１月14日（月・祝）藤岡医院（御船町）
　　　　　　　　　　　　　☎２８２－０４０５

り
ま
し
ょ
う
。

○
第
１
回　

平
成
31
年
１
月
16
日（
水
）

　

受
付
13
時
半
〜

　
（
町
民
会
館
２
階
大
会
議
室
）

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

14
時
〜
15
時
半　
　

　

認
知
症
カ
フ
ェ

　

15
時
半
〜
16
時
半　

　
（
町
民
会
館
２
階
和
室
）

　

 

※
第
１
回
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
本

年
12
月
27
日
（
木
）
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
事
前
の
申
し

込
み
が
な
く
て
も
参
加
可
能
で
す
。

○
第
２
回　

２
月
20
日
（
水
）

○
第
３
回　

３
月
14
日
（
木
）

※ 
と
も
に
13
時
半
〜
15
時
半
、
場
所
は

町
民
会
館
２
階
和
室
。

　
　

役
場
町
民
課
介
護
保
険
係　

☎
２
３
７－

２
５
７
４

　
　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
２
３
７－

２
９
８
１ 

新
春
５
人
制
サ
ッ
カ
ー

大
会
参
加
チ
ー
ム

　

サ
ッ
カ
ー
愛
好
者
に
よ
る
５
人
制
の

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　

平
成
31
年
１
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

９
時
開
会

○
場
所　

嘉
島
町
ス
ポ
ー
ツ
交
流
広
場

○
参
加
資
格

　

中
学
生
以
上
（
男
女
不
問
）

　

 

１
チ
ー
ム
５
〜
10
人
（
う
ち
代
表
者

１
人
）

　

 

参
加
チ
ー
ム
数
を
８
チ
ー
ム
以
内
と

す
る
た
め
、
受
付
順
に
決
定
。

○
参
加
申
込
期
間

　

１
月
15
日
（
火
）
〜
21
日
（
月
）

　
（
閉
庁
日
を
除
く
８
時
半
〜
17
時
）

○
参
加
料　

　

３
０
０
０
円　

※
申
込
時
に
納
入

　
　

嘉
島
町
体
育
協
会
サ
ッ
カ
ー
部

　
　
　

山
口

　
　
（
嘉
島
町
役
場
建
設
課
内
）

☎
２
３
７－

２
６
１
９

募
っ
て
い
ま
す

「
有
斐
学
舎
」
入
寮
生

　

首
都
圏
の
大
学
に
通
う
熊
本
県
出
身

の
大
学
生
の
た
め
の
寮
「
有
斐
学
舎
」

が
平
成
31
年
度
入
寮
生
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
同
学
舎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

○
所
在
地　

　

埼
玉
県
志
木
市
柏
町
６－

27－

14

○
対
象　
　

　

来
年
４
月
か
ら
首
都
圏
の
４
年
制
大

学
に
進
学
す
る
県
出
身
の
男
子
お
よ
び

女
子
学
生
（
女
子
は
当
面
６
人
ま
で
）

○
寮
費　

　

２
人
部
屋　

月
額
１
万
６
千
円

　

１
人
部
屋　

月
額
２
万
２
千
円

　

電
気
料
金
・
食
費
は
実
費
。

「
と
も
に
す
す
む
サ
ロ
ン
屋
台
村
」

上
映
会
な
ど
。

　
　

県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
３
５
５－

４
３
１
２

参
加
し
ま
せ
ん
か

ひ
ば
り
カ
フ
ェ
（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

〜
悩
み
事
の
相
談
・
情
報
交
換
・

孤
立
予
防
・
介
護
負
担
感
の
軽
減
〜

　

認
知
症
の
方
ご
本
人
や
ご
家
族
を
中

心
に
、
ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で
す
。

参
加
費
無
料
で
す
。「
認
知
症
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
」
を
つ
く

↑
【
24
面
に
続
く
】
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な
お
、
熊
本
地
震
の
被
災
者
等
の
子

弟
に
つ
い
て
は
舎
費
減
免
制
度
あ
り
。

○
入
舎
料　

７
万
円（
入
舎
時
の
納
付
）

○
応
募
期
限　

　

第
１
回　

平
成
31
年
１
月
９
日（
水
）

　

第
２
回　

３
月
６
日
（
水
）

　

第
３
回　

３
月
26
日
（
火
）

○
応
募
書
類
配
布

県
県
政
情
報
文
書
課
（
県
庁
２
階
）

県
東
京
事
務
所

　
　

公
益
財
団
法
人

　
　
　

肥
後
奨
学
会　

有
斐
学
舎

　
　

☎
０
４
８－

４
７
３－

７
５
９
１

55
歳
か
ら
の
お
仕
事
支
援
講
習

受
講
者

　

熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
で
は
55
歳
以
上
の
求
職
者
を
対
象

に
講
習
を
行
い
ま
す
。

※
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
求
職
登
録
が
必
要
で
す
。

《
パ
ソ
コ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
》

○
講
習
期
間　

平
成
31
年
１
月
８
日

（
火
）
〜
16
日
（
水
）

○
定
員　

20
人

○
実
施
会
場　

県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
熊
本
市
）

○
申
込
締
め
切
り
日　

同
30
年
12
月
25

日
（
火
）

《
パ
ソ
コ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
》

○
講
習
期
間　

１
月
17
日
（
木
）
〜
24

日
（
木
）

○
定
員　

20
人

○ 

実
施
会
場　

宇
城
市
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ア
ル
研
修
館
（
宇
城
市
松
橋
町
）

○
申
込
締
め
切
り
日　

１
月
８
日（
火
）

　
　

熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材

　
　

セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
３
１
２－

３
３
１
０

障
が
い
の
あ
る
方

職
業
訓
練
生

《
一
般
事
務
員
・
パ
ソ
コ
ン
科
》

○ 

受
講
対
象　

身
体
（
視
覚
・
聴
覚
・

上
肢
・
下
肢
・
内
部
）、
知
的
、
精

神
、
発
達
、
難
病
、
高
次
脳
機
能

○
定
員　

10
人

○ 

内
容　

一
般
事
務
に
必
要
な
パ
ソ
コ

ン
ス
キ
ル

○
募
集
期
間　

 
〜
平
成
31
年
１
月
31
日

（
木
）

○
訓
練
期
間　

 

３
月
１
日
（
金
）
〜
５

月
31
日
（
金
）

○
経
費　

テ
キ
ス
ト
代

　

９
２
８
８
円
（
税
込
み
）
程
度

○
訓
練
会
場　

　

有
限
会
社
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド

　

熊
本
市
中
央
区
紺
屋
今
町
１－

５

　

熊
本
辛
島
公
園
ビ
ル

　
　

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
２
９
７－

９
９
１
５

　
　

詳
し
く
は
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。↑

【
23
面
か
ら
続
く
】

平成 30年度高齢者の肺炎球菌予防接種について
　対象者の方には４月に個別通知にてお知らせしております。
　対象者の方で、接種を希望される方は、個別通知を下記町内委託医療機関へ持参し、接種してください。
【対象者】

個人負担金
　2000円（町内委託医療機関で接種された場合に限る）
期間
　4月 1日から平成 31年 3月 31日まで
＜注意＞
※ 過去に高齢者の肺炎球菌予防接種を受けたことがある方
は対象外になります。
※ 各対象者とも、助成対象の接種機会は今回の期間中のみ
です。期間を過ぎますと助成対象での接種機会は生涯あ
りません。

役場町民課保健係　☎ 237-2574

【町内委託医療機関】

65 歳 （昭和 28年 4月 2日 ～ 昭和 29年 4月 1日生）
70歳 （昭和 23年 4月 2日 ～ 昭和 24年 4月 1日生）
75歳 （昭和 18年 4月 2日 ～ 昭和 19年 4月 1日生）
80歳 （昭和 13年 4月 2日 ～ 昭和 14年 4月 1日生）
85歳 （昭和 8 年 4月 2日 ～ 昭和 9 年 4月 1日生）
90歳 （昭和 3 年 4月 2日 ～ 昭和 4 年 4月 1日生）
95歳 （大正 12 年 4月 2日 ～ 大正 13年 4月 1日生）
100歳 （大正 7 年 4月 2日 ～ 大正 8 年 4月 1日生）

60歳以上 65歳未満の者であって、心臓、じん臓または呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限さ
れる程度の障害を有する者およびヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障
害がある者（身体障害者１級程度）

医療機関名 住所 電話番号
山地外科胃腸科医院 上島 2491 237-0003
香田整形外科 北甘木 2018 237-2811
よしむら内科・循環器科 上島 2299-1 235-7773
大串内科 鯰 2778 234-7873
たなか内科眼科 鯰 1898-3 235-7235
さかた耳鼻咽喉科 鯰 1834-1 237-4133
西村病院 北甘木 2083 237-1551
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
、
個
人

間
で
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
売
買
を

楽
し
む
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
や
フ
リ
マ
が
人

気
で
す
。
基
本
的
に
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は

入
札
式
、
フ
リ
マ
は
早
い
者
勝
ち
で
す
。

ス
マ
ホ
に
ア
プ
リ
を
入
れ
て
利
用
登
録

し
て
お
け
ば
、
商
品
の
撮
影
か
ら
出
品
、

相
手
と
の
や
り
取
り
ま
で
す
べ
て
手
軽

に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

匿
名
で
の
取
引
や
受
け
取
り
シ
ス
テ
ム

が
導
入
さ
れ
、
ト
ラ
ブ
ル
や
金
銭
被
害

に
遭
う
ケ
ー
ス
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

【
事
例
１
】

　

フ
リ
マ
で
商
品
到
着
前
に
受
け
取
り

手
続
き
を
行
う
よ
う
売
り
主
か
ら
促
さ

れ
て
手
続
き
し
た
が
、
商
品
が
届
か

な
い
。
運
営
会
社
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
、「
既
に
取
引
は
完
了
し
て
い
る
た

め
、
当
事
者
間
で
話
し
合
っ
て
」
と
言

わ
れ
た
。
売
り
主
と
は
連
絡
が
取
れ
な

い
。

○
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
や
フ
リ
マ
で
は
、
ア

プ
リ
内
の
個
人
売
上
残
高
で
支
払
っ
た

り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
が
可
能
な
た
め
、

商
品
未
着
で
も
取
引
完
了
手
続
き
を
行

う
と
、
支
払
い
を
含
む
取
引
が
終
了
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
代

金
は
支
払
っ
た
が
、
商
品
が
届
か
ず
、

救
済
も
さ
れ
な
い
と
い
う
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
逆
に
自
分
が
売
り
主
で
、 「

代
金
を
支
払
っ
た
」
と
い
う
買
い
主

か
ら
の
虚
偽
の
連
絡
に
よ
り
、
先
に
商

品
を
発
送
し
て
被
害
に
遭
う
場
合
も
。

【
事
例
２
】

　

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
ブ
ラ
ン
ド
品
を
購

入
し
た
が
、
届
い
た
物
は
偽
物
だ
っ
た
。

返
品
要
請
す
る
と
「
本
物
を
偽
物
と
す

り
替
え
て
返
品
す
る
の
で
は
な
い
か
」

と
言
っ
て
拒
否
さ
れ
た
。

○
個
人
間
売
買
で
は
、
偽
物
な
ど
権
利

侵
害
品
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ド
品
の
取

引
に
は
細
心
の
注
意
を
払
い
、
正
規
品

で
あ
る
と
確
認
で
き
る
も
の
で
な
け
れ

ば
購
入
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

【
事
例
３
】

　

フ
リ
マ
で
ゲ
ー
ム
ア
カ
ウ
ン
ト
を
販

売
し
た
。
代
金
が
支
払
わ
れ
る
前
に

「
確
認
の
た
め
」
と
言
わ
れ
て
、
買
い

主
に
デ
ー
タ
引
き
継
ぎ
に
必
要
な
情
報

を
知
ら
せ
た
と
こ
ろ
、
ア
カ
ウ
ン
ト
が

乗
っ
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

○
ゲ
ー
ム
ア
カ
ウ
ン
ト
は
高
値
で
取

引
さ
れ
て
い
る
実
態
が
あ
り
ま
す
が
、

ゲ
ー
ム
会
社
は
こ
れ
ら
の
売
買
を
禁
止

し
て
お
り
、
ル
ー
ル
違
反
で
す
。

　

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
や
フ
リ
マ
を
利
用
す

る
際
は
、
必
ず
取
引
の
流
れ
を
確
認
し
、

ル
ー
ル
と
法
律
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

《
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョン
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
》
見
守
り
新
鮮

情
報
12
月
号

さ
い
。

○
会
場　

町
役
場
２
階
小
会
議
室

○
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
の
契
約
問
題
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
質
商

法
な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

に
向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
い
い

の
か
し
ら
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
全
て
の
町
で
相
談
で
き

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
６－
３
２
１
０

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－
１
２
２
６

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

無
料
の
登
記
相
談　

予
約
制
で
す

　

熊
本
地
方
法
務
局
職
員
が
、
倒
壊
し

た
建
物
の
登
記
や
土
地
・
建
物
な
ど
の

売
買
・
贈
与
・
相
続
な
ど
の
登
記
の
相

談
に
無
料
で
対
応
し
ま
す
。
事
前
の
予

約
が
必
要
で
す
。

○
日
時　

平
成
31
年
１
月
10
日
（
木
）

　
　
　
　

10
時
か
ら
16
時
ま
で

　
　
　
　
（
12
時
か
ら
13
時
除
く
）

○
場
所　

御
船
町
役
場
分
庁
舎
２
階

　
　
　
　

熊
本
地
方
法
務
局

　
　
　
　

不
動
産
登
記
部
門

☎
３
６
４－

２
１
４
５

　

 

※
音
声
案
内
②
を
押
し
、「
御
船
相

談
予
約
」
と
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

12
月
19
日
（
水
）
弁
護
士

　

平
成
31
年
１
月
23
日
（
水
）
弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
定
員
（
原

則
４
人
）
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

↑

◇ 

お
断
り　

問
い
合
わ
せ

先
は
各
項
の
末
尾
で
す
。
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嘉島町民会館　ホール「アクア」催し案内

○ 催しの正式なスケジュールなど詳細は各主催者にご確認ください。 
「アクア」の予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→嘉島町町民会館）でご覧になれます。

月 日 曜 イベント名 開演時間 入場料 主催者（問い合わせ先）

12 22 土 嘉島保育園発表会 - 無料 嘉島保育園
☎ 237-1016

12 23 日 かしま太鼓保存会定期発表会 午後1:30 無料 かしま太鼓保存会
☎ 237-0119

12 24 月 発表会 午前9:00 無料 ドレミ保育園
☎ 369-5598

1 6 日 ましき町民新春歌謡祭 午前9:30 無料 早木一生
☎ 090-5287-7534

1 19 土 子供日舞体験教室発表会 午後1:30 無料 城南町子供日舞体験教室
☎ 0964-28-3265

1 25 金 20 期生卒業発表会 - 無料 熊本 YMCA学院
☎ 353-6393

1 26 土 20 期生卒業発表会 - 無料 熊本 YMCA学院
☎ 353-6393

1 27 日 和太鼓発表会 午後1:30 1,000円 鼓心会事務局
☎ 090-3663-0417

各種大会等予定 11 月 19日現在
月 日 曜 大　会　名 場　所 開始時間 主　催　者

12

15 土 JR九州親愛会本部軟式野球大会 野球場 9：00～ 九州旅客鉄道　16日も開催

15 土 2019 Blue Wave Winter League 競技場 9：00～ sports concierge offi  ce Blue 
Wave　16日も開催

19 水 嘉島幼稚園マラソン大会 競技場 9：00～ 嘉島幼稚園

22 土 高円宮杯U-18 サッカーリーグ
2018プリンスリーグ九州参入戦 競技場 10：00～ 九州サッカー協会　23日も開催

22 土 熊本県サッカー協会合同トレセンデー 競技場 15：00～ 熊本県サッカー協会

1

5 土 第 1回立教・熊本「つなぐ」プロジェクト 競技場 10：00～ 立教・熊本「つなぐ」プロジェク
ト実行委員会

12 土 2019 Blue Wave Winter League 競技場 10：00～ sports concierge offi  ce Blue 
Wave　13日も開催

14 月 第 2回 ALFIOフェスティバル 競技場 9：00～ ALFIO熊本 FC

19 土 第 14回上益城郡自治体職員親善サッカー選手権大会 競技場 9：00～ 上益城郡内 5町

26 土 平成 30年度熊本県下高校サッカー大会 競技場 9：00～ 熊本県高体連サッカー専門部

27 日 復興支援子供も大人も野球教室 野球場 8：00～ トウヤ・体育堂

27 日 熊本県 8人制サッカー大会 競技場 9：00～ 熊本県サッカー協会

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細はお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎ 237-0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。
○施設概要：
　≪住所≫〒 861-3102　嘉島町大字下六嘉 1564番地　☎ 237-5555　≪利用時間≫９：00～ 22：00　
　≪駐車場≫あり　　≪アクセス≫イオンモール熊本から車で約５分 九州自動車道御船ＩＣから車で約５分
　≪施設≫◇テニスコート：砂入り人工芝テニスコート２面
　　　　　◇野球場：両翼 90ｍ、センター 113ｍ、内野グラウンド混合土、外野天然芝、ナイター照明６基、
　　　　　　　　　　軟式野球・ソフトボールの試合、練習に利用可 
　　　　　◇多目的競技場：人工芝広場　サッカーコート  105 ｍ× 68ｍ、陸上トラック　400ｍトラック６レーン 
　　　　　◇管理棟：会議室１室、多目的室１室、男女更衣室、男女トイレ

嘉島町総合運動公園
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☆ 

第
22
回
水
辺
の
郷
（
さ
と
）
球
友
杯

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会

　

10
月
21
日
、
嘉
島
町
民
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
上
益
城
郡
内
か
ら
55
チ
ー
ム
、

約
２
８
０
人
が
参
加
し
て
熱
戦
を
展
開
。
嘉

島
町
の
球
友
会
Ｂ
が
70
歳
以
上
の
部
で
惜
し

く
も
準
優
勝
で
し
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

　
▽
70
歳
以
上
の
部　

①
滝
辺
木
②
球
友
会

Ｂ
③
フ
ル
ー
ツ
サ
ラ
ダ
▽
高
年
の
部　

①
ブ

ル
ー
ス
カ
イ
②
球
遊
会
Ａ
③
ス
ウ
イ
ー
ト
フ

イ
ツ
シ
ュ
▽
中
年
の
部　

①
Ｋ
Ｎ
Ｏ
Ｔ
②
Ｚ

Ｅ
Ｒ
Ｏ
③
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
▽
若
手
の
部　

①
デ
フ

②
ア
ス
リ
ー
ト
③
一
刀
両
断

☆
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
歩
行
運
動
に
ト
ラ
イ

　

嘉
島
町
内
外
か
ら
講
師
を
招
く
町
民
講
座

が
10
月
26
日
、
町
民
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。
山
都
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
で
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
宮

崎
玲
子
さ
ん
ら
が
健
康
づ
く
り
の
歩
行
運
動

を
指
導
。

　

参
加
者
35
人
は
、
欧
州
で
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
ス
キ
ー
の
選
手
ら
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
取
り

組
ん
で
い
た
〝
ス
キ
ー
ウ
オ
ー
ク
〞
を
ア
レ
ン
ジ

し
た
簡
単
な
歩
行
運
動
の
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
に
挑
戦
。
下
半
身
に
加
え
、
２
本

の
ポ
ー
ル
（
ス
ト
ッ
ク
）
を
使
っ
て
上
半
身
の
筋

肉
も
動
か
す
全
身
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。
ポ
ー
ル
を
使
う
こ
と
で
「
ヒ
ザ

へ
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

４
月
に
開
講
し
た
同
講
座
は
今
回
が
４
回

目
。

赤星　安美さん
嘉島西小４年

福嶋　万生さん
嘉島西小４年

　

わ
た
し
が
読
ん
で
ほ
し
い
本
は
、

人
形
レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
う
本
で
す
。

　

そ
の
本
が
す
き
な
理
由
は
、

「
人
形
に
も
、
心
が
あ
る
ん
だ
な
」

と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
お
話
が
あ

る
か
ら
で
す
。

　

ぼ
く
の
お
す
す
め
の
本
で
す
。

ど
こ
が
お
も
し
ろ
い
の
か
と
い
う

と
自
分
で
ど
う
す
る
の
か
を
選
ん

で
い
く
と
こ
ろ
で
す
。

　

ぼ
く
は
岩
山
で
動
く
も
の
を
調

　

そ
し
て
、
ヒ
ロ
シ
マ
に
お
ち
た

ば
く
だ
ん
の
お
そ
ろ
し
さ
、
人
形

に
も
心
が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ

の
二
つ
を
し
っ
て
も
ら
い
た
い
か

ら
。

べ
る
、
を
選
ん
だ
ら
ピ
ュ
ー
マ
に

食
べ
ら
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
が
主
人
公
で
す
。
自
分
で
選

ん
で
い
く
と
物
語
が
す
す
ん
で
い

き
ま
す
。
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
よ
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

「
人
形
レ
ス
ト
ラ
ン
」

「 

た
っ
た
ひ
と
り
の
サ
バ
イ
バ

ル
・
ゲ
ー
ム
！

極
寒
の
雪
山
を
脱
出
せ
よ
」

童心社

松
谷
み
よ
子
＝
怪
談
レ
ス
ト
ラ
ン

編
集
委
員
会
・
責
任
編
集

か
と
う
く
み
こ
＝
絵

ＫＡＤＯＫＡＷＡ

おすすめ本
マスカレード・ホテル
 東野圭吾

頭に来てもアホとは戦うな！
 田村耕太郎

JR九州『プリーズ』　九州ものしり学
 編集　プリーズ編集室

インスタントラーメンを発明した実業家
　　安藤百福
 漫画　海野そら太
 シナリオ　石川憲二

わたしたちのトビアス
 セシリア＝スベドベリ編
 山内清子＝訳

トリックアート　クリスマス
 監修 /北岡明佳
 構成・文 /グループ・コロンブス

図
書
室
か
ら

☎
２
３
７ｰ

０
０
５
８

開
館
日　

火
曜
〜
日
曜
、
祝
日
も
。

月
曜
が
休
館
日
で
す
が
、
月
曜
が
祝
日
の
時

は
翌
日
の
火
曜
が
休
館
と
な
り
ま
す
。

開
館
時
間　
９
時
〜
17
時

《
12
〜
1
月
の
休
館
日
》

　

12
月
17
、
25
、
28
〜
31
日

　

１
月
１
〜
３
、
７
、
15
、
21
、
28
日

※
休
館
日
も
町
民
会
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
は
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

ト
レ
イ
シ
ー
・
タ
ー
ナ
ー
＝
著

岡
本
由
香
子
＝
訳

オ
ズ
ノ
ユ
ミ
＝
イ
ラ
ス
ト
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人権問題の正しい理解のために 〔その318〕

県人権子ども集会に参加して　 嘉島中教諭　藤本　欣也

熊本県人権子ども集会が 10 月 13 日、パークドーム熊本（熊本市）で開催され、嘉島西
小・嘉島東小・嘉島中から児童・生徒・保護者そして教職員が参加しました。この集会は、
県教育委員会の主催で、部落差別をはじめあらゆる差別をなくし、一人一人の人権が尊重さ
れる人権共存社会の実現を目指して開催されており、毎年県内各地から約８千人が参加して
います。子ども実行委員により企画・運営され、本年度が 21 回目。県内の小学校１校、中
学校１校、高校生からの発表があります。甲佐町の白旗小の発表もありました。熊本地震か
ら２年半がたちましたが、災害に負けず元気なあいさつを交わし合い、助け合い、つながっ
てきたことを元気いっぱい発表してくれました。
後半は「あらゆる差別やいじめをなくしていくために」子ども実行委員から自分たちが行
動すべきことの集会アピールの提案があり、参加者全員の拍手によって採択されました。参
加した中学生３人の感想の一部を抜粋して紹介します。

〇 友達だからこそ伝えなければいけないことがあると思います。そこを遠慮してしまうよ
うでは本当の友達にはなれません。自分が嫌な思いをしているときだけではありません。
他の人が嫌な思いをしているときにも、その人の思いを理解して伝えていきたいと思い
ます。相手を傷つける言葉ではなく、優しい言葉で自分の素直な気持ちを伝えたいです。

（嘉島中３年）
〇 私も今、支えてくれている家族や友達を大切にして、人の気持ちを考え行動していきた
いと思います。当たり前のことですが、人は一人では生きていけないので、これからも
周りの人と支え合ってこれからの学校生活を過ごしていこうと思います。自分のできて
いることは続けていきたいし、課題を見つけたらそれを克服できるようにしていきたい
と思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（同２年）

〇 その人が体験したことを自分のこととして受け止め、その人が考えていたことを思いな
がら発表を聞かせてもらいました。そして、今まで自分はどうだったのだろう？と考え
ました。ぜひ皆さんも自分のことを思い返してみてください。そしてこれからもみんな
で明るい学校・町をつくっていきましょう。　　　　　　　　　　　　　　　（同１年）

このように、県人権子ども集会は子どもたちの人権尊重の意識を高め、教職員、保護者の
方々にも人権教育のすばらしさを感じてもらえる集会となっています。また、各学校で事前
や事後の取り組みを行うことで、参加者だけではなく、学校や地域全体へとその効果が広が
り、「人権尊重の精神に立った学校づくり・地域づくり」につながっています。参加したこ
とのない方は、来年の子ども集会に参加してみませんか。子どもたちが真剣に発表する姿か
ら、私たち大人もきっと気づかされるものがあると思います。

広報かしま2018.12

28



English is a difficult language to learn, but 
the children of Kashima are doing an excellent 
job! They are dedicated and passionate 
students.
I was able to attend WakuWaku Camp in 
Yatsushiro. This is the first English Camp 
I have been to. Thank you to the wonderful 
camp organizers, including Lily-sensei, who 
made it possible! Several students from 
Kashima elementary schools also attended. 
They were able to practice their English 
with many native speakers and they did a 
wonderful job!
Two English Recitation Contests have also 
occurred, the first on October 25th and the 
second on November 13th. I was very happy to 
practise English with Kashima Junior High 
School students. They all worked very hard! 
I am very proud with their accomplishments 
and advancements in English. At the October 
25th contest the first, second, and third-year 
students all won first prize. At the November 
13th contest, the first year students won the 
fifth prize. They did incredibly well! I hope 
Kashima students continue enjoying English 
moving forward!

 　英語は学ぶことが難しい言葉ですが、嘉島町の子
どもたちはよくがんばっています！熱心で一生懸命
な子どもたちばかりです。
 　先日、八代のわくわくイングリッシュキャンプ
に出席することができました。初めて行ったイング
リッシュキャンプでした。リリー先生をはじめ、主
催者の方々が素晴らしい運営をしてくださいました。
嘉島町の小学生も数名参加しました。彼らは多くの
ネイティブスピーカーとともに英語を練習すること
ができ、素晴らしい学習ができました！
　また 英語暗唱大会が 10 月 25 日と 11 月 13 日の 2
回行われました。嘉島中の生徒と一緒に英語を練習
できてとてもうれしかったです。彼らは一生懸命が
んばりました！めきめき上達し、素晴らしい成績を
収めた彼らを誇りに思います。 10 月 25 日の大会で
は、1年、2年、3年の学生がすべて第１位を受賞し
ました。 11 月 13 日の大会では、1年が第 5 位を獲
得しました。彼らは信じられないほどうまくできて
いました！今後も嘉島町の子どもたちが楽しみなが
ら英語を学習していってほしいと願います。

（11 月 19 日）

McIlvride Madeline Marie

Learning English!

英語を学ぶこと！

外国語指導助手（ALT)

HELLOHELLO
KashimaKashima

く
ま
モ
ン
と
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
に
ご
満
悦
（
？
）
の

マ
デ
リ
ン
先
生
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荒木　美紅（美保子）
（上島）

坂本　文子さん（下仲間） 小林　栄司さん（上仲間）

夜
盗
虫
き
ん
ち
ゃ
く
ナ
ス
に
穴
あ
け
て
秋
の
味
覚
を
た
ら
ふ
く
食
べ
た
り 

大
塚
シ
ズ
子

旧
友
の
突
然
の
訃
報
高
ら
か
に
笑
う
あ
の
顔
忘
れ
ら
れ
な
い 

川
原　

涼
子

手
袋
は
ど
こ
か
と
探
す
裏
畑
に
鴉
も
な
ん
か
探
し
て
歩
む 

北
澤
喜
美
子 

デ
パ
ー
ト
の
地
下
に
お
せ
ち
の
注
文
書
を
書
く
女
の
あ
り
十
月
の
尽
日 

工
藤　

明
子

灼
熱
の
陽
の
沈
み
た
る
夕
道
に
い
ま
だ
冷
め
ざ
る
草
い
き
れ
立
つ 

栗
﨑　

房
子

涼
し
さ
に
出
で
来
た
庭
に
し
ゃ
が
み
こ
み
背
を
う
ず
め
つ
つ
雑
草
を
と
る 

栗
﨑　

廉
子

経
を
読
む
若
き
僧
侶
の
喉
青
く
高
ら
か
に
し
て
ビ
ブ
ラ
ー
ト
あ
り 

境　
　

益
代

街
住
み
の
友
の
土
産
に
持
ち
行
か
む
草
を
取
り
つ
つ
集
め
し
む
か
ご 

津
出
ト
ヨ
子

こ
の
次
に
払
い
ま
す
と
強
張
り
ぬ
握
る
財
布
の
お
札
思
い
て 

冨
永　

照
代

朝
露
の
湖
面
に
う
か
ぶ
鳥
達
の
さ
さ
や
き
流
す
波
の
静
け
さ 

西
岡　

幸
止

赤
信
号
に
車
止
ま
れ
ば
烏
二
羽
道
に
降
り
き
て
獲
物
を
つ
つ
く 

橋
本
ユ
キ
子

鉄
鍋
に
た
ぎ
る
鋤
焼
肉
多
く
夏
の
終
わ
り
の
胃
袋
満
た
す 

本
住　

晴
美

根
こ
そ
ぎ
に
桜
一
本
倒
れ
た
り
町
を
荒
ら
し
た
竜
巻
の
後 

山
下
せ
い
子

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

かかししままのの文化文化
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11月の
　　 町長の動き

荒木町長談

１日 ・全国町村監査功労者表彰式
 ・ニュースカイホテル開業50周年記念祝賀会
２日 ・庁内常会　・熊本県暴力追放運動大会
 ・嘉島中学校駅伝女子チーム表敬訪問応対
３日 ・嘉島町文化祭　・嘉島町功労者表彰式
 ・味覚のイベント

４日 ・嘉島町消防団非常呼集訓練
５日 ・下水道事業促進全国大会
７日 ・秀岳館高等学校理事長来庁応対　
８日 ・課長会議　・平成30年度九州８県赤十字大会
９日 ・嘉島町幼年消防クラブ員と消防署・団の防火
 　パレード出発式
 ・上益城郡議員研修会、親善スポーツ大会
11日 ・ジョイフルスポーツかしま2018
12日 ・課長会議　・上益城消防組合管理者会議
 ・広島県坂町役場職員来庁応対
 ・嘉島町子ども議会
13日 ・治水事業促進全国大会　
14日 ・南九州西回り自動車道建設促進大会
 ・農業農村整備の集い
15日 ・九州地方国道整備促進総決起大会
 ・簡易水道整備促進全国大会
17日 ・九州「川」のワークショップIN緑川、交流会
18日 ・熊本３区憲法改正議員学習会
19日 ・課長会議　・嘉島町議会運営委員会
 ・嘉島町東部台地区画整備事業審議会
20日 ・全国治水砂防促進大会
 ・人口減社会における町村行政に関する委員会
21日 ・町村議会議長会全国大会
22日 ・嘉島町地域包括支援センター運営協議会
 ・熊本県財産審議会
23日 ・金剛新工場操業記念基調講演、祝賀会
24日 ・オリンピック、パラリンピックセレモニー
27日 ・全国町村会正副会長会、理事会
 ・熊本県町村会要望活動　・町村の振興を考える会
28日 ・全国町村長大会
29日 ・全国山村振興連盟通常総会
 ・地方公共団体情報システム機構会議

　

こ
の
た
び
、
次
の
方
々
よ
り
嘉
島
町
社
会
福

祉
協
議
会
に
「
地
域
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
」
と
香
典
返
し
に
代
え
て
、
多
額
の

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

山
浦　

義
直　

様
（
高
田
）

　
　
　

亡　

ユ
リ
子　

様　

　

佐
藤　

光
一　

様
（
鯰
）

　
　
　

亡　

利
光　

様

　

松
永　

信
子　

様
（
下
六
嘉
）

　
　
　

亡　

良
二　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
16
日
現
在

先
月
、
相
次
い
だ
町
の
恒
例
行

事
で
は
震
災
復
興
の
足
取
り
を
確

認
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
昨
年
や
っ
と
町
総
合
運

動
公
園
で
開
催
で
き
た
ジ
ョ
イ
フ

ル
ス
ポ
ー
ツ
の
に
ぎ
わ
い
で
あ
り
、

昨
年
ま
で
は
「
で
き
た
し
こ
」
が

合
言
葉
だ
っ
た
町
文
化
祭
の
入
念

な
準
備
や
積
み
重
ね
た
練
習
の
成

果
で
す
。

こ
れ
よ
り
先
、
上
益
城
郡
の
中

学
駅
伝
、
英
語
暗
唱
大
会
で
も
嘉

島
中
が
奮
闘
、
躍
進
し
た
好
成
績

が
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
て

届
き
ま
し
た
。
あ
る
意
味
、
こ
れ

も
復
興
ぶ
り
の
一
端
を
映
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。

嘉
島
中
と
い
え
ば
、
も
う
一
つ
。

今
秋
、
町
で
開
か
れ
た
「
ス
ペ

シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
熊
本
」

の
陸
上
競
技
と
閉
会
式
で
の
嘉
島

中
１
年
生
の
頑
張
り
に
も
、
ほ
っ

こ
り
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
14
人
も

の
有
志
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
県
内
各
地
か
ら
参
集
し

た
知
的
障
害
の
あ
る
ア
ス
リ
ー
ト

の
皆
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
、
大
会
運

営
を
支
え
て
く
れ
た
の
で
す
。

（
12
月
３
日
）

好天に恵まれた「ジョイフルスポーツかしま
2018」で参加者の皆さんと一緒に荒木町長
もストレッチ

嘉島町文化祭の開会式から

意

輪
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発行日　平成30年12月14日

嘉島町の人口動態
平成30年11月30日現在

（前月比）

人   口 9,431 人　

　男　　 4,596 人　

　女　　 4,835 人

世帯数　 3,562 世帯　（＋ 3）

　

今
年
の
ジ
ョ
イ
フ
ル
ス
ポ
ー
ツ
は

爽
や
か
な
風
が
吹
く
晴
天
に
恵
ま
れ

ま
し
た
ね
。
私
が
お
邪
魔
し
た
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
会
場
で
は
「
お
ー

い
、
み
ん
な
広
報
が
来
た
ぞ
〜
」
と

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
笑
顔
あ
ふ

れ
る
プ
レ
ー
を
見
て
元
気
を
も
ら
い

ま
し
た
。

　

早
い
も
の
で
今
年
も
残
り
わ
ず
か
。

本
年
も
「
広
報
か
し
ま
」
を
お
読
み

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
）

　（＋15）

　（＋13）

　（＋28）

　

嘉
島
東
、西
の
両
小
に
11
月
、「
水

の
郷
（
さ
と
）
の
環
境
教
育
に
役

立
て
て
」
と
メ
ダ
カ
と
共
に
飼
育
、

観
察
用
の
水
槽
一
式
が
そ
れ
ぞ
れ

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

震
災
支
援
活
動
に
取
り
組
む
熊

本
国
際
化
セ
ン
タ
ー
（
熊
本
市
）

の
谷
川
政
敏
代
表
ら
が
８
日
、
東

小
の
理
科
室
に
設
置
し
、
集
ま
っ

た
児
童
た
ち
に
「
地
震
に
遭
っ
た

の
は
水
辺
の
小
さ
な
生
き
物
た
ち

も
同
じ
。
こ
の
20
匹
を
育
て
て
観

察
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び

掛
け
て
い
ま
し
た
。

か
わ
い
い
？
メ
ダ
カ

☎
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田
中　

一
禾（
い
ち
か
）
ち
ゃ
ん

平
成
30
年
２
月
12
日
生

宮
本
　
蒼
汰（
そ
う
た
）
く
ん

平
成
30
年
３
月
７
日
生

じいじ、ばあば、いつもありがとう♡

「ウラシマソウ」
浦本　陽向さん（嘉島西小４年）

ご両親：田中　裕貴さん、明香さん（鯰）

毎日元気！　お座り上手になったよ☆
すくすく育ってね！

ご両親：宮本　健生さん、弘世さん（鯰）

今
月
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン日

本
画


